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伊勢崎クラブ 
　　○原 田 和 行　　野 田 文 雄　　須 永 武 久　　吉 山  　勇 

　　　本 木 経 明　　佐 藤 幸 夫　　新 藤 晄 旦　　金 井 秋 雄 

　　　大 和  　溥　　定 方 英 一　　　 　 栄 一　　堀 込 清 孝 

　　　田 島  　勉　　小 暮 利 明　　小谷原達夫　　臂 　 泰 雄 

　　　矢 島 征 司　　斎 藤  　優 

新政クラブ 
　　○田 村 幸 一　　羽 鳥 基 宏　　原　　   智　　森 田  　修 

　　　三 好 直 明　　堀 地 和 子　　藤 見  　勤　　松 本 輝 寿 

公明党 
　　○田 村 陽 子　　内 田  　彰　　阿久津 尚子 

日本共産党議員団 
　　○北 島 元 雄　　長谷田 公子 

正論の会 
　　○伊 藤 純 子 

希望の会 
　　○田 島 喜 八　　　　　　　　　　　　　　　　　○は代表者 

 

 

会 派 別 名 簿  

常任委員会・議会運営委員会 

特別委員会 

平成20年7月31日現在 

平成20年9月1日現在 

平成20年9月1日現在 

新　藤　晄　旦 

吉　山　　　勇 

須　永　武　久 
田　村　陽　子 
野　田　文　雄 
長谷田　公　子 
原　田　和　行 
臂　　　泰　雄 
三　好　直　明 
森　田　　　修 
 

小　暮　利　明 

田　村　陽　子 

定　方　英　一 
新　藤　晄　旦 
田　島　喜　八 
原　　　　　智 
原　田　和　行 
藤　見　　　勤 
 

田　島　　　勉 

臂　　　泰　雄 

阿久津　尚　子 
須　永　武　久 
松　本　輝　寿 
本　木　経　明 
森　田　　　修 
矢　島　征　司 
 

内　田　　　彰 

堀　込　清　孝 

小谷原　達　夫 
佐　藤　幸　夫 
野　田　文　雄 
長谷田　公　子 
堀　地　和　子 
三　好　直　明 
 （　欠　員　） 
 

　　　　栄　一 

伊　藤　純　子 

金　井　秋　雄 
北　島　元　雄 
斎　藤　　　優 
田　村　幸　一 
羽　鳥　基　宏 
大　和　　　溥 
吉　山　　　勇 
 

委 員 会 名  

定　　　数  

委 員 長 

副 委 員 長  

委　　　員  

委　　　員  

総 務  

9人 

文 教 福 祉  

9人 

経 済 市 民  

8人 

建 設 水 道  

8人 

議 会 運 営  

10人 

野　田　文　雄 

田　村　陽　子 

伊　藤　純　子 
北　島　元　雄 
新　藤　晄　旦 
須　永　武　久 
田　村　幸　一 
羽　鳥　基　宏 
原　田　和　行 
臂　　　泰　雄 
吉　山　　　勇 
 

堀　込　清　孝 

臂　　　泰　雄 

佐　藤　幸　夫 
　　　　栄　一 
田　村　幸　一 
田　村　陽　子 
長谷田　公　子 
三　好　直　明 
 

小谷原　達　夫 

阿久津　尚　子 

金　井　秋　雄 
北　島　元　雄 
定　方　英　一 
田　島　　　勉 
堀　地　和　子 
森　田　　　修 
 

原　　　　　智 

伊　藤　純　子 

内　田　　　彰 
小　暮　利　明 
新　藤　晄　旦 
須　永　武　久 
松　本　輝　寿 
本　木　経　明 
 

吉　山　　　勇 

田　島　喜　八 

野　田　文　雄 
羽　鳥　基　宏 
原　田　和　行 
藤　見　　　勤 
大　和　　　溥 
  （　欠　員　） 
 

定　　　数  

委 員 長 

副 委 員 長  

行財政改革 

8人 

委 員 会 名  都市間連携対策

8人 

東毛広域幹線道路等
整 備 対 策  議員定数調査  

11人 

少子高齢化対策

8人 8人 

№19平成 20年10月16日 

　今回、市長から提出された議案は、平成19年度一般会
計及び各特別会計等決算認定14件、条例関係８件、平成
20年度補正予算８件、その他23件の、合わせて53件で 
いずれも原案のとおり可決しました。 
　また、議員提出議案は、伊勢崎市議会政務調査費の交付
に関する条例の一部を改正する条例、伊勢崎市議会会議規
則の一部を改正する規則及び意見書３件で、原案のとおり
可決しました。 

12月定例会（予定） 
会　　期 ：12月3日（水）～17日（水） 
一般質問 ： 4日（木）・5日（金） 

大嶋秀明氏が7月31日付けで市議会議
員を辞職されました。 

14

市役所本館 議事堂 

傍聴入口 

議会を傍聴しましょう 議会を傍聴しましょう 議会を傍聴しましょう 

議 員 辞 職  

※委員会、会派構成に変更がありましたのでお知らせします。 

◆◆◆ 市議会いせさき 平成20年10月16日 



       

　
　
　
　
前
橋
市
で
は
来
年
２
月
に
任
期
満

了
を
迎
え
る
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
投
票
時

間
を
１
時
間
繰
り
上
げ
、
午
後
７
時
ま
で
に

す
る
と
の
新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市

で
も
選
挙
の
た
び
に
話
題
に
上
る
の
は
投
票

時
間
が
長
す
ぎ
る
こ
と
、
ま
た
、
投
票
立
会

人
と
し
て
長
時
間
ご
苦
労
い
た
だ
い
て
い
る

区
長
さ
ん
な
ど
か
ら
は
、
投
票
時
間
を
短
く

で
き
な
い
か
と
の
話
も
聞
き
ま
す
。
そ
こ
で

県
内
の
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

　
平
成
10
年
に
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、

投
票
時
間
が
午
後
８
時
ま
で
に
な
っ
て
か
ら 

10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
投
票
時
間
の
繰
り

上
げ
は
投
票
率
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
の
心

配
も
あ
り
ま
す
が
、
期
日
前
投
票
制
度
も
広

く
浸
透
し
て
お
り
、
有
権
者
に
十
分
な
周
知

を
行
う
な
ど
、
投
票
率
の
向
上
に
向
け
た
努

力
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
へ
早
く
選
挙

結
果
を
知
ら
せ
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
経
費

の
削
減
な
ど
の
観
点
か
ら
も
、
投
票
時
間
の

繰
り
上
げ
に
つ
い
て
、
今
後
の
取
り
組
み
と

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
平
成
19
年
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
で
は
、
県
内
１
０
３
０
カ
所
の
投
票
所
中
、

約
５
割
の
５
１
２
カ
所
の
投
票
所
で
繰
り
上

げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
沼
田
市
、

渋
川
市
、
藤
岡
市
、
富
岡
市
、
安
中
市
及
び

み
ど
り
市
の
６
市
が
一
斉
繰
り
上
げ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

　
先
月
開
催
さ
れ
た
区
長
会
役
員
会
に
お
い

て
、
投
票
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
終

了
時
刻
の
一
斉
繰
り
上
げ
に
関
す
る
要
望
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
と
し
て
は
、

期
日
前
投
票
制
度
が
認
識
さ
れ
、
投
票
の
利

便
性
が
向
上
し
た
こ
と
、
投
票
時
刻
の
繰
り

上
げ
は
開
票
時
刻
を
早
め
、
有
権
者
の
選
挙

結
果
を
早
く
知
る
と
い
う
要
望
に
寄
与
で
き

る
こ
と
、
経
費
の
削
減
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
と
し
て
は
、
県
内
自
治
体
の
動
向

や
先
進
事
例
を
総
合
的
に
判
断
し
、
次
期
市

長
選
を
視
野
に
入
れ
、
投
票
時
間
の
繰
り
上

げ
に
向
け
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
の
質
問 

・
東
毛
広
域
幹
線
道
路
の
進
捗
状
況
に
つ
い

　
て 

 
選
挙
の
投
票
時
間 

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

質  

問 

       

質
問
　
　
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
減
少
が
続

き
、
高
齢
者
を
中
心
に
車
を
運
転
で
き
な
い

人
の
移
動
の
自
由
を
保
障
で
き
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
交
通
弱
者
の
た
め

に
巡
回
バ
ス
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、
利

用
者
が
少
な
い
と
い
う
理
由
で
路
線
を
放
射

線
状
に
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
変

更
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
者
を
初
め
と

す
る
交
通
弱
者
が
悲
鳴
を
上
げ
、
そ
の
た
め

タ
ク
シ
ー
券
を
発
行
し
て
対
処
し
ま
し
た
が
、

高
齢
者
に
と
っ
て
は
利
用
し
づ
ら
い
状
況
で

す
。
例
え
ば
、
各
地
区
の
公
民
館
を
バ
ス
の

待
合
室
に
し
た
り
、
停
留
所
以
外
で
も
乗
り

降
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

話
も
聞
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
高
齢
者
が
ふ
え
、

バ
ス
を
利
用
す
る
人
も
ふ
え
る
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
の
再

編
の
経
過
に
つ
い
て
、
ま
た
、
新
た
な
路
線

へ
の
考
え
方
と
事
業
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
平
成
17
年
度
に
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
再
編
基
本
案
の
作
成
を
行
い
、
18
年
度

の
バ
ス
利
用
意
向
調
査
の
結
果
、運
行
ル
ー

ト
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
再

編
基
本
案
10
ル
ー
ト
は
、
シ
ャ
ト
ル
機
能
の

強
化
、
鉄
道
駅
・
病
院
等
の
集
客
施
設
と
の

結
節
性
、
環
境
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
車
両

の
導
入
、
隣
接
自
治
体
と
の
接
続
の
確
保
等

を
方
針
と
し
、
昨
年
度
、
現
地
調
査
や
関
係

機
関
と
の
協
議
を
進
め
て
、
本
年
度
よ
り
新 

              

ル
ー
ト
で
の
運
行
開
始
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
バ
ス
停
以
外
で
乗
車
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
交
通
安
全
対
策
や
道
路
管
理
上

か
ら
も
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
再
編
後
の
路
線
が
周
知
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
利
用
者
数
も
毎
月
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

市
民
や
行
政
区
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
、

意
見
も
数
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
状
況

調
査
を
引
き
続
き
行
い
、
再
編
時
の
検
討
課

題
と
し
ま
す
。
今
後
も
、
市
民
の
移
動
手
段

を
確
保
す
る
路
線
バ
ス
と
し
て
充
実
し
た
事

業
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
広
報
広
聴
に
つ
い
て 

・
民
営
化
保
育
所
に
お
け
る
災
害
時
の
責
任

　
に
つ
い
て 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

質  

問 

教
育
長 

答  

弁 

答  

弁 

       

　
　
　
　
本
市
に
お
い
て
は
男
女
共
同
参
画

社
会
実
現
に
向
け
、
総
合
計
画
で
基
本
的
な

方
針
を
定
め
、
そ
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
性
別
に
よ
る
固
定
的

役
割
分
担
意
識
が
社
会
の
慣
行
と
し
て
根
強

く
残
り
、
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
阻
害
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
近
年
、
女
性
の
社

会
参
加
が
進
み
、
各
産
業
界
に
お
い
て
も
女

性
の
職
場
進
出
が
目
立
っ
て
い
ま
す
が
、
管

理
職
の
登
用
と
な
る
と
ま
だ
狭
き
門
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
市
の
取
り
組
み
と

現
状
に
つ
い
て
、
学
校
現
場
も
あ
わ
せ
て
お

伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
都
市

宣
言
に
つ
い
て
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

　
　
　
　
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
啓
発

活
動
を
毎
年
実
施
す
る
と
と
も
に
、
通
年
事

業
と
し
て
、
女
性
に
関
す
る
相
談
や
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
被
害
者
支
援
、

啓
発
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
度
は
、
伊
勢
崎
市

男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
、
19
年
度
は
、

職
員
で
構
成
さ
れ
た
伊
勢
崎
市
男
女
共
同
参

画
計
画
推
進
本
部
及
び
公
募
に
よ
る
市
民
等

で
構
成
さ
れ
た
伊
勢
崎
市
男
女
共
同
参
画
推

進
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
19

年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
実
績
値
及
び
目
標

値
等
を
取
り
ま
と
め
、
計
画
の
進
行
管
理
報

告
書
を
作
成
し
、
設
置
し
た
推
進
本
部
及
び

協
議
会
に
諮
り
、
意
見
・
提
案
等
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
伊
勢
崎
市
男
女
共
同
参

画
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
４
月
現
在
の
女
性

職
員
の
比
率
は
44
・
９
％
、
女
性
管
理
職
の

比
率
は
16
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
推
進
を
考
慮
し
、
家
庭
の
あ
り
方
や
家

族
の
人
間
関
係
、
子
育
て
の
意
義
な
ど
の
内

容
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。 

　
次
に
、
宣
言
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に

事
業
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
気
運
が
高
ま
っ
た

時
点
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
い
せ
さ
き
Ｆ
Ｍ
に
つ
い
て 

・
税
収
対
策
に
つ
い
て 

・
ご
み
減
量
対
策
に
つ
い
て 

 

男
女
共
同
参
画
社
会 

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

       

質
問
　
　
近
年
、
環
状
線
の
整
備
が
重
要
視

さ
れ
、
各
地
で
着
々
と
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
赤
堀
地
区
、

東
地
区
、
境
地
区
を
南
北
に
つ
な
ぐ
総
延
長

約
７
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
外
環
状
道
路
整

備
事
業
は
、
合
併
時
に
お
け
る
新
市
建
設
計

画
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
事
業
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
の
計
画
路
線
の
う
ち
、
境
共
同

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
西
側
の
県
道
２
号

線
か
ら
県
道
59
号
線
の
７
０
０
メ
ー
ト
ル
あ

ま
り
の
区
間
は
、
現
行
２
・
６
メ
ー
ト
ル
と

狭
い
道
路
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
極
め
て
利
用
頻
度
の
高
い
生
活
道
路

で
す
。
こ
の
区
間
の
拡
幅
整
備
に
よ
り
、
消

防
車
の
境
地
区
へ
の
進
入
経
路
が
確
保
さ
れ
、

所
要
時
間
の
大
幅
短
縮
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
東
地
区
へ
向
か
う
安
全
な
直
線
道
路
が

で
き
、
周
辺
道
路
の
渋
滞
緩
和
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
事
業
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
こ
の
道
路
は
総
合
計
画
の
中
で
地

域
の
一
体
性
を
高
め
る
幹
線
道
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
地
区
の
県
道
国
定

藪
塚
線
と
、
県
道
境
大
間
々
線
の
交
差
点
南

か
ら
一
級
河
川
早
川
の
左
岸
を
通
り
、
境
地

区
の
上
武
国
道
ま
で
の
総
延
長
７
・
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
基
本
幅
員
は
、
両
側
歩
道
区 

              

間
で
は
14
メ
ー
ト
ル
、
片
側
歩
道
区
間
で
は

11
メ
ー
ト
ル
の
計
画
で
す
。 

　
既
に
事
前
調
査
で
あ
る
概
略
設
計
は
全
線

に
つ
い
て
完
了
し
て
い
ま
す
。
こ
の
路
線
の

中
で
７
０
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
、
一
部
の

用
地
買
収
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
引

き
続
き
境
共
同
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

一
部
も
含
め
用
地
買
収
及
び
物
件
補
償
を
実

施
し
、
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
道
路
は
延
長
が
長
く
事
業

規
模
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
財
源
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
、
段
階
的

な
事
業
進
捗
を
図
り
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
流
域
下
水
道
整
備
計
画
に
つ
い
て 

外
環
状
道
路
整
備
計
画 

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

9月5日、8日に一般質問が行われました 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

本
　
木
　
経
　
明 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

佐
　
藤
　
幸
　
夫 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

定
　
方
　
英
　
一 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

　
　
　
　
栄
　
一 

投票時間の繰り上げの考えは 

一般質問 一般質問 
◆◆◆ 市議会いせさき 平成20年10月16日 

2

コミュニティバス事業の充実を 

男女共同参画都市宣言の考えは 

外環状道路の早期整備を 

3



       

　
　
　
　
前
橋
市
で
は
来
年
２
月
に
任
期
満

了
を
迎
え
る
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
投
票
時

間
を
１
時
間
繰
り
上
げ
、
午
後
７
時
ま
で
に

す
る
と
の
新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市

で
も
選
挙
の
た
び
に
話
題
に
上
る
の
は
投
票

時
間
が
長
す
ぎ
る
こ
と
、
ま
た
、
投
票
立
会

人
と
し
て
長
時
間
ご
苦
労
い
た
だ
い
て
い
る

区
長
さ
ん
な
ど
か
ら
は
、
投
票
時
間
を
短
く

で
き
な
い
か
と
の
話
も
聞
き
ま
す
。
そ
こ
で

県
内
の
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

　
平
成
10
年
に
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、

投
票
時
間
が
午
後
８
時
ま
で
に
な
っ
て
か
ら 

10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
投
票
時
間
の
繰
り

上
げ
は
投
票
率
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
の
心

配
も
あ
り
ま
す
が
、
期
日
前
投
票
制
度
も
広

く
浸
透
し
て
お
り
、
有
権
者
に
十
分
な
周
知

を
行
う
な
ど
、
投
票
率
の
向
上
に
向
け
た
努

力
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
へ
早
く
選
挙

結
果
を
知
ら
せ
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
経
費

の
削
減
な
ど
の
観
点
か
ら
も
、
投
票
時
間
の

繰
り
上
げ
に
つ
い
て
、
今
後
の
取
り
組
み
と

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
平
成
19
年
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
で
は
、
県
内
１
０
３
０
カ
所
の
投
票
所
中
、

約
５
割
の
５
１
２
カ
所
の
投
票
所
で
繰
り
上

げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
沼
田
市
、

渋
川
市
、
藤
岡
市
、
富
岡
市
、
安
中
市
及
び

み
ど
り
市
の
６
市
が
一
斉
繰
り
上
げ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

　
先
月
開
催
さ
れ
た
区
長
会
役
員
会
に
お
い

て
、
投
票
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
終

了
時
刻
の
一
斉
繰
り
上
げ
に
関
す
る
要
望
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
と
し
て
は
、

期
日
前
投
票
制
度
が
認
識
さ
れ
、
投
票
の
利

便
性
が
向
上
し
た
こ
と
、
投
票
時
刻
の
繰
り

上
げ
は
開
票
時
刻
を
早
め
、
有
権
者
の
選
挙

結
果
を
早
く
知
る
と
い
う
要
望
に
寄
与
で
き

る
こ
と
、
経
費
の
削
減
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
と
し
て
は
、
県
内
自
治
体
の
動
向

や
先
進
事
例
を
総
合
的
に
判
断
し
、
次
期
市

長
選
を
視
野
に
入
れ
、
投
票
時
間
の
繰
り
上

げ
に
向
け
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
の
質
問 

・
東
毛
広
域
幹
線
道
路
の
進
捗
状
況
に
つ
い

　
て 

 

選
挙
の
投
票
時
間 

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

質  

問 

       

質
問
　
　
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
減
少
が
続

き
、
高
齢
者
を
中
心
に
車
を
運
転
で
き
な
い

人
の
移
動
の
自
由
を
保
障
で
き
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
交
通
弱
者
の
た
め

に
巡
回
バ
ス
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、
利

用
者
が
少
な
い
と
い
う
理
由
で
路
線
を
放
射

線
状
に
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
変

更
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
者
を
初
め
と

す
る
交
通
弱
者
が
悲
鳴
を
上
げ
、
そ
の
た
め

タ
ク
シ
ー
券
を
発
行
し
て
対
処
し
ま
し
た
が
、

高
齢
者
に
と
っ
て
は
利
用
し
づ
ら
い
状
況
で

す
。
例
え
ば
、
各
地
区
の
公
民
館
を
バ
ス
の

待
合
室
に
し
た
り
、
停
留
所
以
外
で
も
乗
り

降
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

話
も
聞
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
高
齢
者
が
ふ
え
、

バ
ス
を
利
用
す
る
人
も
ふ
え
る
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
の
再

編
の
経
過
に
つ
い
て
、
ま
た
、
新
た
な
路
線

へ
の
考
え
方
と
事
業
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
平
成
17
年
度
に
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
再
編
基
本
案
の
作
成
を
行
い
、
18
年
度

の
バ
ス
利
用
意
向
調
査
の
結
果
、運
行
ル
ー

ト
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
再

編
基
本
案
10
ル
ー
ト
は
、
シ
ャ
ト
ル
機
能
の

強
化
、
鉄
道
駅
・
病
院
等
の
集
客
施
設
と
の

結
節
性
、
環
境
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
車
両

の
導
入
、
隣
接
自
治
体
と
の
接
続
の
確
保
等

を
方
針
と
し
、
昨
年
度
、
現
地
調
査
や
関
係

機
関
と
の
協
議
を
進
め
て
、
本
年
度
よ
り
新 

              

ル
ー
ト
で
の
運
行
開
始
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
バ
ス
停
以
外
で
乗
車
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
交
通
安
全
対
策
や
道
路
管
理
上

か
ら
も
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
再
編
後
の
路
線
が
周
知
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
利
用
者
数
も
毎
月
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

市
民
や
行
政
区
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
、

意
見
も
数
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
状
況

調
査
を
引
き
続
き
行
い
、
再
編
時
の
検
討
課

題
と
し
ま
す
。
今
後
も
、
市
民
の
移
動
手
段

を
確
保
す
る
路
線
バ
ス
と
し
て
充
実
し
た
事

業
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
広
報
広
聴
に
つ
い
て 

・
民
営
化
保
育
所
に
お
け
る
災
害
時
の
責
任

　
に
つ
い
て 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

質  

問 

教
育
長 

答  

弁 

答  

弁 

       

　
　
　
　
本
市
に
お
い
て
は
男
女
共
同
参
画

社
会
実
現
に
向
け
、
総
合
計
画
で
基
本
的
な

方
針
を
定
め
、
そ
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
性
別
に
よ
る
固
定
的

役
割
分
担
意
識
が
社
会
の
慣
行
と
し
て
根
強

く
残
り
、
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
阻
害
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
近
年
、
女
性
の
社

会
参
加
が
進
み
、
各
産
業
界
に
お
い
て
も
女

性
の
職
場
進
出
が
目
立
っ
て
い
ま
す
が
、
管

理
職
の
登
用
と
な
る
と
ま
だ
狭
き
門
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
市
の
取
り
組
み
と

現
状
に
つ
い
て
、
学
校
現
場
も
あ
わ
せ
て
お

伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
都
市

宣
言
に
つ
い
て
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

　
　
　
　
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
啓
発

活
動
を
毎
年
実
施
す
る
と
と
も
に
、
通
年
事

業
と
し
て
、
女
性
に
関
す
る
相
談
や
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
被
害
者
支
援
、

啓
発
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
度
は
、
伊
勢
崎
市

男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
、
19
年
度
は
、

職
員
で
構
成
さ
れ
た
伊
勢
崎
市
男
女
共
同
参

画
計
画
推
進
本
部
及
び
公
募
に
よ
る
市
民
等

で
構
成
さ
れ
た
伊
勢
崎
市
男
女
共
同
参
画
推

進
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
19

年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
実
績
値
及
び
目
標

値
等
を
取
り
ま
と
め
、
計
画
の
進
行
管
理
報

告
書
を
作
成
し
、
設
置
し
た
推
進
本
部
及
び

協
議
会
に
諮
り
、
意
見
・
提
案
等
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
伊
勢
崎
市
男
女
共
同
参

画
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
４
月
現
在
の
女
性

職
員
の
比
率
は
44
・
９
％
、
女
性
管
理
職
の

比
率
は
16
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
推
進
を
考
慮
し
、
家
庭
の
あ
り
方
や
家

族
の
人
間
関
係
、
子
育
て
の
意
義
な
ど
の
内

容
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。 

　
次
に
、
宣
言
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に

事
業
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
気
運
が
高
ま
っ
た

時
点
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
い
せ
さ
き
Ｆ
Ｍ
に
つ
い
て 

・
税
収
対
策
に
つ
い
て 

・
ご
み
減
量
対
策
に
つ
い
て 

 
男
女
共
同
参
画
社
会 

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

       

質
問
　
　
近
年
、
環
状
線
の
整
備
が
重
要
視

さ
れ
、
各
地
で
着
々
と
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
赤
堀
地
区
、

東
地
区
、
境
地
区
を
南
北
に
つ
な
ぐ
総
延
長

約
７
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
外
環
状
道
路
整

備
事
業
は
、
合
併
時
に
お
け
る
新
市
建
設
計

画
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
事
業
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
の
計
画
路
線
の
う
ち
、
境
共
同

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
西
側
の
県
道
２
号

線
か
ら
県
道
59
号
線
の
７
０
０
メ
ー
ト
ル
あ

ま
り
の
区
間
は
、
現
行
２
・
６
メ
ー
ト
ル
と

狭
い
道
路
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
極
め
て
利
用
頻
度
の
高
い
生
活
道
路

で
す
。
こ
の
区
間
の
拡
幅
整
備
に
よ
り
、
消

防
車
の
境
地
区
へ
の
進
入
経
路
が
確
保
さ
れ
、

所
要
時
間
の
大
幅
短
縮
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
東
地
区
へ
向
か
う
安
全
な
直
線
道
路
が

で
き
、
周
辺
道
路
の
渋
滞
緩
和
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
事
業
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
こ
の
道
路
は
総
合
計
画
の
中
で
地

域
の
一
体
性
を
高
め
る
幹
線
道
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
地
区
の
県
道
国
定

藪
塚
線
と
、
県
道
境
大
間
々
線
の
交
差
点
南

か
ら
一
級
河
川
早
川
の
左
岸
を
通
り
、
境
地

区
の
上
武
国
道
ま
で
の
総
延
長
７
・
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
基
本
幅
員
は
、
両
側
歩
道
区 

              

間
で
は
14
メ
ー
ト
ル
、
片
側
歩
道
区
間
で
は

11
メ
ー
ト
ル
の
計
画
で
す
。 

　
既
に
事
前
調
査
で
あ
る
概
略
設
計
は
全
線

に
つ
い
て
完
了
し
て
い
ま
す
。
こ
の
路
線
の

中
で
７
０
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
、
一
部
の

用
地
買
収
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
引

き
続
き
境
共
同
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

一
部
も
含
め
用
地
買
収
及
び
物
件
補
償
を
実

施
し
、
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
道
路
は
延
長
が
長
く
事
業

規
模
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
財
源
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
、
段
階
的

な
事
業
進
捗
を
図
り
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
流
域
下
水
道
整
備
計
画
に
つ
い
て 

外
環
状
道
路
整
備
計
画 

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

9月5日、8日に一般質問が行われました 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

本
　
木
　
経
　
明 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

佐
　
藤
　
幸
　
夫 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

定
　
方
　
英
　
一 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

　
　
　
　
栄
　
一 

投票時間の繰り上げの考えは 

一般質問 一般質問 
◆◆◆ 市議会いせさき 平成20年10月16日 

2

コミュニティバス事業の充実を 

男女共同参画都市宣言の考えは 

外環状道路の早期整備を 

3



       

　
　
　
　
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
企
業
活
動
や
国
民
生
活
に
お
け
る

幅
広
い
分
野
で
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
高

度
情
報
化
社
会
の
重
要
な
情
報
基
盤
で
あ
り
、

政
府
は
、
社
会
経
済
活
動
の
広
範
な
分
野
に

お
い
て
、
利
益
を
も
た
ら
す
新
た
な
社
会
基

盤
で
あ
る
と
し
て
、
ｅ
―

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
重
点

計
画
に
も
具
体
的
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、

都
市
計
画
や
道
路
、
上
下
水
道
、
固
定
資
産
、

防
災
防
犯
、
医
療
福
祉
、
環
境
、
農
業
、
商

工
業
振
興
、
教
育
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

地
図
情
報
と
デ
ー
タ
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く

こ
と
で
活
用
方
法
が
あ
り
、
窓
口
業
務
の
軽

減
や
図
面
の
管
理
・
出
力
・
検
索
集
計
等
が

簡
単
に
行
え
る
た
め
、
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム

と
し
て
活
用
さ
れ
、
本
市
で
も
定
着
さ
れ
て

い
る
分
野
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る
個
別
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の

現
状
と
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
導
入
に
つ
い
て
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
本
市
で
は
個
別
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
し
て
、

税
務
、
都
市
計
画
、
道
路
維
持
、
上
下
水
道

な
ど
を
中
心
に
導
入
が
進
み
、
導
入
に
当
た

っ
て
は
、
統
合
型
へ
の
移
行
が
行
え
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
地
図
情
報
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
個
別
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
各
課
ご
と
に

導
入
し
運
用
を
行
っ
て
お
り
、
地
図
と
各
種

台
帳
等
を
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
業
務
の

効
率
化
と
迅
速
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
整
備
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
他
の
個
別
Ｇ
Ｉ

Ｓ
と
の
間
で
提
供
し
あ
う
な
ど
、
整
備
さ
れ

た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
そ
の
有
効
活
用
に
努

め
て
い
ま
す
。 

　
本
市
で
は
平
成
18
年
度
に
伊
勢
崎
市
Ｉ
Ｔ

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
の
積
極
的
利

用
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政
運

営
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
同
計
画
の

中
で
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ

と
し
て
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
整
備
が
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
個
別
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
の
連
携

を
考
慮
し
な
が
ら
本
市
と
し
て
の
統
合
型
Ｇ

Ｉ
Ｓ
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
整
備
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
財
政
状
況
を

考
慮
し
な
が
ら
基
盤
と
な
る
地
図
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
全
庁
的
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  
統
合
型
G
I
S
整
備 

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

質  

問 

       

質
問
　
　
県
は
利
根
川
流
域
と
広
瀬
川
流
域

に
お
け
る
豪
雨
に
よ
る
氾
濫
時
の
浸
水
想
定

区
域
を
指
定
し
ま
し
た
。
本
市
は
こ
の
両
河

川
の
流
域
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
害
が
発
生

し
た
場
合
を
想
定
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
と
周
知
に
つ
い
て
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。 

　
次
に
、
一
般
住
宅
の
耐
震
診
断
補
助
制
度

と
し
て
、
平
成
20
年
度
に
１
５
０
万
円
が
予

算
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
耐
震
基
準
が

見
直
さ
れ
た
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
対
象
と
な
る
戸
数
、
耐
震
診
断
の

費
用
、
申
請
状
況
及
び
改
修
促
進
計
画
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
水
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
町
村

は
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
省
及
び

都
道
府
県
が
作
成
す
る
浸
水
想
定
区
域
図
を

基
に
、
地
域
の
特
性
を
加
味
し
て
洪
水
予
報

等
の
伝
達
方
法
や
避
難
場
所
等
を
地
図
に
表

示
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

住
民
へ
周
知
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
本
市
の
立
地
条
件
や
地
形
、
過
去
の
水

害
履
歴
等
か
ら
避
難
場
所
や
情
報
伝
達
体
制

等
を
見
直
し
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
及
び
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
作
成
し
ま
す
。
ま
た

作
成
後
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
避
難
時

に
活
用
で
き
る
情
報
や
、
平
常
時
に
市
民
が

水
害
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
役
立

つ
情
報
を
盛
り
込
み
活
用
し
ま
す
。 

　
次
に
、
耐
震
診
断
補
助
制
度
の
対
象
戸
数 

              

は
平
成
19
年
調
査
で
約
１
万
４
３
０
０
戸
で
、

耐
震
診
断
費
用
に
つ
い
て
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
者
の
費
用
負
担
は
耐
震

診
断
者
へ
の
交
通
費
と
し
て
一
律
１
件
に
つ

き
１
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
年
６
月
よ
り
補
助
制
度
を
開
始
し
、
８
月

15
日
現
在
の
申
請
件
数
は
38
件
で
す
。 

　
平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
伊
勢
崎
市
耐
震

改
修
促
進
計
画
で
は
、
住
宅
の
耐
震
化
率
は

79
・
４
％
で
す
が
、
平
成
27
年
度
に
は
、
目

標
を
85
％
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
耐
震
改

修
に
つ
い
て
は
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
耐
震
改
修
費
の
補
助

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
小
中
学
校
の
労
務
技
士
の
配
置
に
つ
い
て 

防
災
対
策
に
つ
い
て 

質  

問 

教
育
長 

答  

弁 

答  

弁 

       

　
　
　
　
本
年
４
月
、
県
内
に
あ
る
介
護
・

福
祉
の
専
門
学
校
で
は
、
定
員
の
半
分
し
か

新
入
生
が
入
学
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

専
門
学
校
を
卒
業
し
て
も
、
介
護
施
設
や
福

祉
施
設
に
就
職
し
な
い
生
徒
が
ふ
え
た
と
の

報
道
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
員
は
、
県
外

に
あ
る
介
護
施
設
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
寝
た
き
り
高
齢
者
の
お
む
つ

の
交
換
や
ト
イ
レ
誘
導
、
服
の
着
替
え
、
食

事
の
手
伝
い
、
ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅
子
へ
の
移

動
な
ど
、
そ
れ
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
は

る
か
に
重
労
働
で
、
介
護
職
員
の
大
変
さ
を

身
を
も
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
介
護
さ
れ
る
高
齢
者
は
ふ
え
て
も
、
介
護

を
す
る
職
員
が
減
少
す
る
と
い
う
問
題
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
政
府
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
介
護
士
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
語
の
難
し
さ
か
ら

要
介
護
高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
は
か
れ
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。
介
護
職
員
の
減
少
の
要

因
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
・
量
の
割
に
は

給
与
体
系
が
低
水
準
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
骨
太
の
方
針
に
よ
る
社
会
保

障
関
係
費
の
削
減
に
よ
り
介
護
報
酬
改
定
の

た
び
に
収
入
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

介
護
職
員
の
現
状
や
、
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
国
で
は
、
介
護
従
事
者
等
の
人
材

確
保
の
た
め
の
介
護
従
事
者
等
の
処
遇
改
善

に
関
す
る
法
律
が
５
月
に
制
定
、
公
布
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
介
護
職
員

の
労
働
環
境
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

県
内
市
町
村
に
先
駆
け
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
管
理
者
を
対
象
に
、
労
務
改
善
に
関

す
る
研
修
会
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
介
護
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
労
働

環
境
に
あ
る
こ
と
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ

り
よ
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
企
業
誘
致
政
策
に
つ
い
て 

・
教
員
免
許
更
新
制
に
つ
い
て 

・
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校
に
つ
い
て 

 

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業 

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

       

質
問
　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
品
の

回
収
が
11
月
か
ら
始
ま
る
こ
と
で
、
本
市
が

計
画
し
た
ご
み
の
分
別
収
集
は
全
品
目
に
つ

い
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
こ

の
と
き
こ
そ
、
ご
み
処
理
の
負
担
を
減
少
さ

せ
る
た
め
の
方
策
を
本
市
と
し
て
も
検
討
す

る
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
環
境
省
で
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
有
料
化

の
手
引
き
を
作
成
し
市
町
村
に
示
し
ま
し
た
。

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
有
料
化
す
る
方
法

が
ご
み
の
減
量
に
有
効
に
作
用
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
持
ち
込
み
ご
み
・

家
庭
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
排
出
者
に

応
分
の
負
担
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
と
の
議

論
も
あ
り
ま
す
。
ご
み
を
た
く
さ
ん
出
す
家

庭
と
、
分
別
を
き
ち
ん
と
し
て
、
で
き
る
だ

け
ご
み
を
減
ら
し
て
い
る
家
庭
が
処
理
経
費

を
均
等
に
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
は
不
公
平

で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
ご
み
処
理
の
有
料
化
に
つ
い
て

考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
本
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
に
向
け

て
資
源
ご
み
の
回
収
を
行
い
、
ご
み
の
分
別

化
を
促
進
し
資
源
の
再
利
用
に
努
め
て
い
ま

す
。
常
設
の
資
源
回
収
施
設
を
公
共
施
設
に

設
置
し
、
市
民
が
常
時
雑
が
み
等
資
源
を
持

ち
込
め
る
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
平
成
19
年
度
に
は
新
た
に
市
内
11

地
区
で
市
民
講
座
を
開
催
し
、
市
民
の
方
々

に
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
等 

              

に
つ
い
て
説
明
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
出
前
講
座
に
お
い
て
も
件

数
、
参
加
者
と
も
著
し
い
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
現
時
点
で
は
、
ご
み
の
有
料
化
を
図
る
こ

と
よ
り
も
、
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
方

法
に
つ
い
て
継
続
し
て
市
民
へ
の
浸
透
に
努

力
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
処
理
に
は
多
大
な

経
費
が
か
か
る
こ
と
を
市
民
に
周
知
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
、
県
は
有

料
化
の
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

最
も
本
市
に
適
し
た
ご
み
減
量
の
施
策
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

・
緑
化
フ
ェ
ア
に
つ
い
て 

ご
み
処
理
に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

吉
　
山
　
　
　
勇 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

小
谷
原
　
達
　
夫 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

堀
　
込
　
清
　
孝 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

臂
　
　
　
泰
　
雄 

統合型GIS導入の考えは 
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地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
企
業
活
動
や
国
民
生
活
に
お
け
る

幅
広
い
分
野
で
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
高

度
情
報
化
社
会
の
重
要
な
情
報
基
盤
で
あ
り
、

政
府
は
、
社
会
経
済
活
動
の
広
範
な
分
野
に

お
い
て
、
利
益
を
も
た
ら
す
新
た
な
社
会
基

盤
で
あ
る
と
し
て
、
ｅ
―

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
重
点

計
画
に
も
具
体
的
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、

都
市
計
画
や
道
路
、
上
下
水
道
、
固
定
資
産
、

防
災
防
犯
、
医
療
福
祉
、
環
境
、
農
業
、
商

工
業
振
興
、
教
育
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

地
図
情
報
と
デ
ー
タ
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く

こ
と
で
活
用
方
法
が
あ
り
、
窓
口
業
務
の
軽

減
や
図
面
の
管
理
・
出
力
・
検
索
集
計
等
が

簡
単
に
行
え
る
た
め
、
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム

と
し
て
活
用
さ
れ
、
本
市
で
も
定
着
さ
れ
て

い
る
分
野
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る
個
別
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の

現
状
と
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
導
入
に
つ
い
て
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
本
市
で
は
個
別
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
し
て
、

税
務
、
都
市
計
画
、
道
路
維
持
、
上
下
水
道

な
ど
を
中
心
に
導
入
が
進
み
、
導
入
に
当
た

っ
て
は
、
統
合
型
へ
の
移
行
が
行
え
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
地
図
情
報
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
個
別
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
各
課
ご
と
に

導
入
し
運
用
を
行
っ
て
お
り
、
地
図
と
各
種

台
帳
等
を
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
業
務
の

効
率
化
と
迅
速
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
整
備
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
他
の
個
別
Ｇ
Ｉ

Ｓ
と
の
間
で
提
供
し
あ
う
な
ど
、
整
備
さ
れ

た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
そ
の
有
効
活
用
に
努

め
て
い
ま
す
。 

　
本
市
で
は
平
成
18
年
度
に
伊
勢
崎
市
Ｉ
Ｔ

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
の
積
極
的
利

用
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政
運

営
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
同
計
画
の

中
で
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ

と
し
て
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
整
備
が
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
個
別
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
の
連
携

を
考
慮
し
な
が
ら
本
市
と
し
て
の
統
合
型
Ｇ

Ｉ
Ｓ
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
整
備
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
財
政
状
況
を

考
慮
し
な
が
ら
基
盤
と
な
る
地
図
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
全
庁
的
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

統
合
型
G
I
S
整
備 

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

質  

問 

       

質
問
　
　
県
は
利
根
川
流
域
と
広
瀬
川
流
域

に
お
け
る
豪
雨
に
よ
る
氾
濫
時
の
浸
水
想
定

区
域
を
指
定
し
ま
し
た
。
本
市
は
こ
の
両
河

川
の
流
域
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
害
が
発
生

し
た
場
合
を
想
定
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
と
周
知
に
つ
い
て
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。 

　
次
に
、
一
般
住
宅
の
耐
震
診
断
補
助
制
度

と
し
て
、
平
成
20
年
度
に
１
５
０
万
円
が
予

算
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
耐
震
基
準
が

見
直
さ
れ
た
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
対
象
と
な
る
戸
数
、
耐
震
診
断
の

費
用
、
申
請
状
況
及
び
改
修
促
進
計
画
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
水
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
町
村

は
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
省
及
び

都
道
府
県
が
作
成
す
る
浸
水
想
定
区
域
図
を

基
に
、
地
域
の
特
性
を
加
味
し
て
洪
水
予
報

等
の
伝
達
方
法
や
避
難
場
所
等
を
地
図
に
表

示
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

住
民
へ
周
知
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
本
市
の
立
地
条
件
や
地
形
、
過
去
の
水

害
履
歴
等
か
ら
避
難
場
所
や
情
報
伝
達
体
制

等
を
見
直
し
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
及
び
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
作
成
し
ま
す
。
ま
た

作
成
後
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
避
難
時

に
活
用
で
き
る
情
報
や
、
平
常
時
に
市
民
が

水
害
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
役
立

つ
情
報
を
盛
り
込
み
活
用
し
ま
す
。 

　
次
に
、
耐
震
診
断
補
助
制
度
の
対
象
戸
数 

              

は
平
成
19
年
調
査
で
約
１
万
４
３
０
０
戸
で
、

耐
震
診
断
費
用
に
つ
い
て
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
者
の
費
用
負
担
は
耐
震

診
断
者
へ
の
交
通
費
と
し
て
一
律
１
件
に
つ

き
１
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
年
６
月
よ
り
補
助
制
度
を
開
始
し
、
８
月

15
日
現
在
の
申
請
件
数
は
38
件
で
す
。 

　
平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
伊
勢
崎
市
耐
震

改
修
促
進
計
画
で
は
、
住
宅
の
耐
震
化
率
は

79
・
４
％
で
す
が
、
平
成
27
年
度
に
は
、
目

標
を
85
％
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
耐
震
改

修
に
つ
い
て
は
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
耐
震
改
修
費
の
補
助

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
小
中
学
校
の
労
務
技
士
の
配
置
に
つ
い
て 

防
災
対
策
に
つ
い
て 

質  

問 

教
育
長 

答  

弁 

答  

弁 

       

　
　
　
　
本
年
４
月
、
県
内
に
あ
る
介
護
・

福
祉
の
専
門
学
校
で
は
、
定
員
の
半
分
し
か

新
入
生
が
入
学
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

専
門
学
校
を
卒
業
し
て
も
、
介
護
施
設
や
福

祉
施
設
に
就
職
し
な
い
生
徒
が
ふ
え
た
と
の

報
道
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
員
は
、
県
外

に
あ
る
介
護
施
設
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
寝
た
き
り
高
齢
者
の
お
む
つ

の
交
換
や
ト
イ
レ
誘
導
、
服
の
着
替
え
、
食

事
の
手
伝
い
、
ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅
子
へ
の
移

動
な
ど
、
そ
れ
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
は

る
か
に
重
労
働
で
、
介
護
職
員
の
大
変
さ
を

身
を
も
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
介
護
さ
れ
る
高
齢
者
は
ふ
え
て
も
、
介
護

を
す
る
職
員
が
減
少
す
る
と
い
う
問
題
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
政
府
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
介
護
士
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
語
の
難
し
さ
か
ら

要
介
護
高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
は
か
れ
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。
介
護
職
員
の
減
少
の
要

因
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
・
量
の
割
に
は

給
与
体
系
が
低
水
準
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
骨
太
の
方
針
に
よ
る
社
会
保

障
関
係
費
の
削
減
に
よ
り
介
護
報
酬
改
定
の

た
び
に
収
入
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

介
護
職
員
の
現
状
や
、
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
国
で
は
、
介
護
従
事
者
等
の
人
材

確
保
の
た
め
の
介
護
従
事
者
等
の
処
遇
改
善

に
関
す
る
法
律
が
５
月
に
制
定
、
公
布
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
介
護
職
員

の
労
働
環
境
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

県
内
市
町
村
に
先
駆
け
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
管
理
者
を
対
象
に
、
労
務
改
善
に
関

す
る
研
修
会
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
介
護
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
労
働

環
境
に
あ
る
こ
と
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ

り
よ
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
企
業
誘
致
政
策
に
つ
い
て 

・
教
員
免
許
更
新
制
に
つ
い
て 

・
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校
に
つ
い
て 

 
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業 

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

       

質
問
　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
品
の

回
収
が
11
月
か
ら
始
ま
る
こ
と
で
、
本
市
が

計
画
し
た
ご
み
の
分
別
収
集
は
全
品
目
に
つ

い
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
こ

の
と
き
こ
そ
、
ご
み
処
理
の
負
担
を
減
少
さ

せ
る
た
め
の
方
策
を
本
市
と
し
て
も
検
討
す

る
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
環
境
省
で
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
有
料
化

の
手
引
き
を
作
成
し
市
町
村
に
示
し
ま
し
た
。

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
有
料
化
す
る
方
法

が
ご
み
の
減
量
に
有
効
に
作
用
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
持
ち
込
み
ご
み
・

家
庭
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
排
出
者
に

応
分
の
負
担
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
と
の
議

論
も
あ
り
ま
す
。
ご
み
を
た
く
さ
ん
出
す
家

庭
と
、
分
別
を
き
ち
ん
と
し
て
、
で
き
る
だ

け
ご
み
を
減
ら
し
て
い
る
家
庭
が
処
理
経
費

を
均
等
に
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
は
不
公
平

で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
ご
み
処
理
の
有
料
化
に
つ
い
て

考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
本
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
に
向
け

て
資
源
ご
み
の
回
収
を
行
い
、
ご
み
の
分
別

化
を
促
進
し
資
源
の
再
利
用
に
努
め
て
い
ま

す
。
常
設
の
資
源
回
収
施
設
を
公
共
施
設
に

設
置
し
、
市
民
が
常
時
雑
が
み
等
資
源
を
持

ち
込
め
る
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
平
成
19
年
度
に
は
新
た
に
市
内
11

地
区
で
市
民
講
座
を
開
催
し
、
市
民
の
方
々

に
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
等 

              

に
つ
い
て
説
明
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
出
前
講
座
に
お
い
て
も
件

数
、
参
加
者
と
も
著
し
い
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
現
時
点
で
は
、
ご
み
の
有
料
化
を
図
る
こ

と
よ
り
も
、
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
方

法
に
つ
い
て
継
続
し
て
市
民
へ
の
浸
透
に
努

力
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
処
理
に
は
多
大
な

経
費
が
か
か
る
こ
と
を
市
民
に
周
知
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
、
県
は
有

料
化
の
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

最
も
本
市
に
適
し
た
ご
み
減
量
の
施
策
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

・
緑
化
フ
ェ
ア
に
つ
い
て 

ご
み
処
理
に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

吉
　
山
　
　
　
勇 

伊
勢
崎
ク
ラ
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小
谷
原
　
達
　
夫 

伊
勢
崎
ク
ラ
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堀
　
込
　
清
　
孝 

伊
勢
崎
ク
ラ
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泰
　
雄 

統合型GIS導入の考えは 

一般質問 一般質問 
◆◆◆ 市議会いせさき 平成20年10月16日 

4

洪水ハザードマップの作成を 

よりよい介護サービスの提供を 

ごみ処理の有料化の考えは 

5



       

　
　
　
　
６
月
議
会
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
補
完
事
業
と
し
て
、
自
宅
か
ら
５

０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
バ
ス
停
留
所
へ

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
、
送
迎
す
る
高
齢
者
タ

ク
シ
ー
助
成
券
支
給
に
対
し
て
１
０
０
０
万

円
の
補
正
予
算
が
急
き
ょ
組
ま
れ
ま
し
た
。

７
月
か
ら
事
業
化
さ
れ
、
２
カ
月
間
運
用
さ

れ
ま
し
た
が
、
私
の
知
る
範
囲
で
は
助
成
券

利
用
の
話
を
聞
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
タ
ク
シ

ー
運
転
手
の
中
に
も
券
の
存
在
を
知
ら
な
い

方
も
い
る
状
態
で
す
。
こ
の
助
成
券
の
利
用

状
況
の
件
数
、
金
額
、
地
域
別
の
補
完
状
況

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

　
ま
だ
始
ま
っ
て
間
も
な
い
事
業
で
す
が
、

利
用
者
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
よ
う
で
し
た

ら
、
他
の
方
法
を
検
討
し
て
も
よ
い
と
考
え

ま
す
。
自
宅
か
ら
病
院
、
自
宅
か
ら
買
い
物

店
な
ど
へ
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
施
策
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
交
通
弱
者
救
済
策
の
基

本
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
タ
ク
シ
ー
助
成
券
の
交
付
状
況
は
、

７
月
は
31
件
、
８
月
は
９
件
で
、
男
性
が
12

人
、
女
性
が
28
人
で
す
。
地
区
別
の
内
訳
は
、

北
地
区
２
件
、
殖
蓮
地
区
４
件
、
名
和
地
区

２
件
、
豊
受
地
区
17
件
、
赤
堀
地
区
４
件
、

東
地
区
２
件
及
び
境
地
区
９
件
で
す
。
ま
た
、

７
月
末
日
現
在
の
利
用
実
績
は
４
枚
と
な
っ

て
い
ま
す
。
次
に
、
タ
ク
シ
ー
会
社
か
ら
は
、

福
祉
事
業
の
一
端
を
担
う
こ
と
は
企
業
の
社

会
的
責
務
で
あ
り
、
全
面
協
力
を
し
た
い
旨

の
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
の
利
用
者
は
ま
だ
少
な
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
開
始
後
２
カ
月
を
経
過
し
た
ば

か
り
で
あ
り
、
引
き
続
き
利
用
状
況
を
見
守

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
の
改
善
要
望

な
ど
が
こ
れ
か
ら
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
推
移
等
把
握
し
な
が
ら
改
善
す
べ
き

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、

今
後
、
民
生
委
員
を
初
め
多
く
の
関
係
機
関
、

団
体
の
会
議
等
の
機
会
を
と
ら
え
、
継
続
的

に
利
用
方
法
の
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
の
質
問 

・
工
事
契
約
に
つ
い
て 

・
市
所
有
収
蔵
美
術
品
に
つ
い
て 

  
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
券 

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

質  

問 

       

質
問
　
　
９
月
18
日
の
調
停
で
は
、
当
初
の

市
の
主
張
の
ゼ
ロ
回
答
と
い
う
立
場
を
貫
く

の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
工
事
中
止
ま
で

の
間
の
出
来
高
に
つ
い
て
は
賠
償
の
対
象
と

し
て
認
め
る
の
で
し
ょ
う
か
お
聞
き
し
ま
す
。 

　
調
停
が
進
み
、
調
定
額
が
調
停
委
員
か
ら

提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

双
方
の
間
に
調
定
額
に
不
服
が
あ
っ
た
場
合
、

不
調
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
場
合
は
裁
判
も
辞
さ
な
い
覚
悟
が
あ
る

か
お
聞
き
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
調
停
の
内
容
に
よ
っ
て
は
補
正
予

算
等
も
組
む
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
場
合
の
原
資
は
ど
こ
か
ら
捻
出
さ
れ
る

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。 

　
前
回
の
６
月
議
会
で
の
お
答
え
の
中
で
、

市
長
が
力
強
く
自
分
の
任
期
中
に
決
着
を
つ

け
た
い
と
い
う
意
思
を
お
示
し
に
な
り
ま
し

た
が
、
調
停
が
こ
の
ま
ま
継
続
し
ま
す
と
な

か
な
か
ま
と
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心

配
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
任
期
中
の
決
着
に
つ

い
て
改
め
て
覚
悟
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
調
停
の
進
捗
状
況
で
す
が
、
７
月

23
日
の
第
５
回
調
停
に
お
い
て
、
調
停
委
員

か
ら
泉
陽
興
業
に
対
し
て
提
出
を
要
求
さ
れ

て
い
た
損
害
に
対
す
る
補
償
額
の
算
定
資
料

が
用
意
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
算
定
を
行

う
た
め
の
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
と
の
回

答
で
す
。
な
お
、
８
月
27
日
の
第
６
回
調
停

に
お
い
て
伊
勢
崎
市
観
覧
車
建
設
工
事
中
止 

              

に
よ
る
賠
償
に
つ
い
て
と
題
す
る
書
面
が
提

出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
ゼ
ロ
回
答

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
調
停
の
具
体

的
な
内
容
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
の

で
、
回
答
は
留
保
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
調
停
が
双
方
の
合
意
に
よ
り
成
立
す
る
よ

う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

泉
陽
興
業
側
も
市
も
こ
の
調
停
の
場
で
決
着

を
つ
け
た
い
と
い
う
強
い
意
志
が
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て 

・
食
育
に
つ
い
て 

観
覧
車
賠
償
交
渉
の 

　
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

答  

弁 

       

　
　
　
　
近
年
、
農
業
は
生
産
者
が
高
齢
化

し
農
家
の
生
産
意
欲
が
極
度
に
低
下
し
て
い

ま
す
。
そ
の
要
因
は
、
米
麦
・
畜
産
・
施
設

園
芸
等
、
す
べ
て
の
生
産
品
目
で
価
格
が
低

迷
し
、
か
つ
農
業
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
り

利
益
が
上
が
ら
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
本

市
の
多
く
の
農
家
は
採
算
を
度
外
視
し
て
農

地
を
耕
し
て
い
ま
す
。
農
家
の
生
産
所
得
を

ふ
や
し
、
生
産
意
欲
が
向
上
す
る
担
い
手
農

家
が
ふ
え
、
夢
の
持
て
る
農
家
育
成
の
た
め

の
市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
農
道
・
農
業
用
水
路
・
堰
の
維
持
管

理
の
面
に
お
い
て
も
、
農
家
は
地
域
の
安
心

安
全
を
守
る
陰
の
立
て
役
者
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
評
価
と
今
後
の

活
動
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
具

体
的
な
施
策
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
支
援
策
と
し
て
は
、
利
用
権
を
設

定
す
る
農
家
に
対
し
て
一
部
を
補
助
す
る
水

田
農
業
総
合
推
進
事
業
を
初
め
、
認
定
農
業

者
が
経
営
改
善
計
画
の
達
成
に
向
け
て
機
械

及
び
施
設
を
導
入
す
る
場
合
の
規
模
拡
大
支

援
事
業
や
、
農
地
流
動
化
の
促
進
を
図
る
認

定
農
業
者
に
対
す
る
農
地
流
動
化
促
進
奨
励

金
、
ま
た
近
代
化
資
金
利
子
補
給
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
次
に
、
農
道
に
つ
い
て
は

特
に
土
地
改
良
事
業
で
基
盤
を
整
備
し
た
地

区
で
道
路
が
未
舗
装
等
の
箇
所
に
つ
い
て
、

市
の
単
独
事
業
を
初
め
国
及
び
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
舗
装
工
事
、
道
路
改
良
工
事

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
用
水
路
に
つ
い
て
は
、

一
級
河
川
の
転
倒
堰
29
カ
所
は
整
備
計
画
を

立
て
、
国
及
び
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
順
次
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。
大
正
用

水
土
地
改
良
区
等
の
堰
に
つ
い
て
も
水
利
組

合
と
市
で
協
議
し
修
繕
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
認
定

農
業
者
な
ど
の
担
い
手
に
対
す
る
利
用
権
設

定
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付
し
て
お
り
、
担

い
手
へ
の
集
積
を
中
心
に
農
地
の
有
効
活
用

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
つ
つ
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
の
質
問 

・
住
宅
政
策
に
つ
い
て 

 

農
業
政
策
に
つ
い
て 

質  

問 

       

質
問
　
　
昨
年
の
条
例
改
正
で
、
４
メ
ー
ト

ル
以
上
の
道
路
に
接
し
て
い
る
集
落
か
ら
近

い
土
地
の
開
発
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
道
路
を
拡
幅
す
る
こ
と
に
よ
り
土

地
利
用
性
を
高
め
る
意
味
も
あ
る
と
い
え
ま

す
。
ま
た
、
道
路
幅
の
狭
さ
や
排
水
の
悪
さ

等
の
理
由
で
市
民
が
道
路
の
拡
幅
等
を
市
へ

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

陳
情
の
手
順
、
優
先
順
位
の
決
定
、
そ
の
後

の
処
理
期
間
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
平
成
18
年
度
に
陳
情
を
受
け
取
っ
た

数
、
そ
の
う
ち
19
年
度
に
処
理
さ
れ
た
も
の

は
幾
つ
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
残
っ
て
い

る
最
も
古
い
も
の
が
い
つ
の
も
の
か
、
そ
の

理
由
を
お
伺
い
し
ま
す
。
次
に
、
こ
う
し
た

道
路
の
整
備
費
に
は
国
・
県
の
補
助
金
等
が

あ
る
の
か
、
ま
た
、
合
併
後
３
年
間
の
道
路

改
良
件
数
と
金
額
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
道
路
拡
幅
の
陳
情
は
、
地
元
区
長

が
関
係
者
全
員
の
同
意
を
得
て
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
優
先
順
位
は
道
路
整
備
箇
所
審
査

委
員
会
に
よ
り
危
険
度
や
緊
急
性
、
整
備
効

果
、
沿
線
の
条
件
等
を
審
査
し
、
整
備
順
位

を
決
め
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
最
終
的
な
合

意
が
得
ら
れ
た
路
線
か
ら
順
次
計
画
を
立
て
、

２
年
か
ら
５
年
を
要
し
て
測
量
、
用
地
買
収
、

工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18

年
度
に
要
望
さ
れ
た
32
路
線
の
う
ち
、
平
成

19
年
度
に
着
手
し
た
路
線
は
19
路
線
で
す
。

現
在
、
着
手
で
き
て
い
な
い
古
い
も
の
は
、 

              

平
成
16
年
度
の
も
の
で
、
整
備
が
滞
っ
て
い

る
理
由
は
、
１
町
内
か
ら
１
度
に
何
路
線
も

の
要
望
書
が
出
さ
れ
た
り
、
ま
た
相
続
が
終

わ
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
次
に
、
生
活
道
路
の
整
備
費
に
は
、
国
・

県
等
の
補
助
金
や
都
市
計
画
税
の
充
当
は
な

く
市
単
独
に
よ
る
も
の
で
す
。
整
備
実
績
は
、

平
成
17
年
度
に
は
45
路
線
、
18
年
度
に
は
37

路
線
、
19
年
度
に
は
21
路
線
で
、
こ
れ
ら
の

整
備
費
は
17
年
度
が
約
２
億
円
、
18
年
度
が

約
３
億
７
０
０
０
万
円
、
19
年
度
が
約
２
億

８
０
０
０
万
円
で
す
。
今
後
と
も
整
備
促
進

に
向
け
て
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
市
民
活
動
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
あ 

　
り
方
に
つ
い
て 

道
路
整
備
に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

答  

弁 

新
政
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

田
　
村
　
幸
　
一 

新
政
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

三
　
好
　
直
　
明 

新
政
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

原
　
　
　
　
　
智 

新
政
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

森
　
田
　
　
　
修 

高齢者タクシー助成券の今後の対策は 

一般質問 一般質問 
◆◆◆ 市議会いせさき 平成20年10月16日 
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農業生産者への支援策は 

道路拡幅の陳情に対する整備促進を 
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６
月
議
会
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
補
完
事
業
と
し
て
、
自
宅
か
ら
５

０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
バ
ス
停
留
所
へ

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
、
送
迎
す
る
高
齢
者
タ

ク
シ
ー
助
成
券
支
給
に
対
し
て
１
０
０
０
万

円
の
補
正
予
算
が
急
き
ょ
組
ま
れ
ま
し
た
。

７
月
か
ら
事
業
化
さ
れ
、
２
カ
月
間
運
用
さ

れ
ま
し
た
が
、
私
の
知
る
範
囲
で
は
助
成
券

利
用
の
話
を
聞
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
タ
ク
シ

ー
運
転
手
の
中
に
も
券
の
存
在
を
知
ら
な
い

方
も
い
る
状
態
で
す
。
こ
の
助
成
券
の
利
用

状
況
の
件
数
、
金
額
、
地
域
別
の
補
完
状
況

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

　
ま
だ
始
ま
っ
て
間
も
な
い
事
業
で
す
が
、

利
用
者
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
よ
う
で
し
た

ら
、
他
の
方
法
を
検
討
し
て
も
よ
い
と
考
え

ま
す
。
自
宅
か
ら
病
院
、
自
宅
か
ら
買
い
物

店
な
ど
へ
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
施
策
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
交
通
弱
者
救
済
策
の
基

本
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
タ
ク
シ
ー
助
成
券
の
交
付
状
況
は
、

７
月
は
31
件
、
８
月
は
９
件
で
、
男
性
が
12

人
、
女
性
が
28
人
で
す
。
地
区
別
の
内
訳
は
、

北
地
区
２
件
、
殖
蓮
地
区
４
件
、
名
和
地
区

２
件
、
豊
受
地
区
17
件
、
赤
堀
地
区
４
件
、

東
地
区
２
件
及
び
境
地
区
９
件
で
す
。
ま
た
、

７
月
末
日
現
在
の
利
用
実
績
は
４
枚
と
な
っ

て
い
ま
す
。
次
に
、
タ
ク
シ
ー
会
社
か
ら
は
、

福
祉
事
業
の
一
端
を
担
う
こ
と
は
企
業
の
社

会
的
責
務
で
あ
り
、
全
面
協
力
を
し
た
い
旨

の
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
の
利
用
者
は
ま
だ
少
な
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
開
始
後
２
カ
月
を
経
過
し
た
ば

か
り
で
あ
り
、
引
き
続
き
利
用
状
況
を
見
守

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
の
改
善
要
望

な
ど
が
こ
れ
か
ら
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
推
移
等
把
握
し
な
が
ら
改
善
す
べ
き

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、

今
後
、
民
生
委
員
を
初
め
多
く
の
関
係
機
関
、

団
体
の
会
議
等
の
機
会
を
と
ら
え
、
継
続
的

に
利
用
方
法
の
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
の
質
問 

・
工
事
契
約
に
つ
い
て 

・
市
所
有
収
蔵
美
術
品
に
つ
い
て 

  

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
券 

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

質  

問 

       

質
問
　
　
９
月
18
日
の
調
停
で
は
、
当
初
の

市
の
主
張
の
ゼ
ロ
回
答
と
い
う
立
場
を
貫
く

の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
工
事
中
止
ま
で

の
間
の
出
来
高
に
つ
い
て
は
賠
償
の
対
象
と

し
て
認
め
る
の
で
し
ょ
う
か
お
聞
き
し
ま
す
。 

　
調
停
が
進
み
、
調
定
額
が
調
停
委
員
か
ら

提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

双
方
の
間
に
調
定
額
に
不
服
が
あ
っ
た
場
合
、

不
調
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
場
合
は
裁
判
も
辞
さ
な
い
覚
悟
が
あ
る

か
お
聞
き
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
調
停
の
内
容
に
よ
っ
て
は
補
正
予

算
等
も
組
む
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
場
合
の
原
資
は
ど
こ
か
ら
捻
出
さ
れ
る

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。 

　
前
回
の
６
月
議
会
で
の
お
答
え
の
中
で
、

市
長
が
力
強
く
自
分
の
任
期
中
に
決
着
を
つ

け
た
い
と
い
う
意
思
を
お
示
し
に
な
り
ま
し

た
が
、
調
停
が
こ
の
ま
ま
継
続
し
ま
す
と
な

か
な
か
ま
と
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心

配
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
任
期
中
の
決
着
に
つ

い
て
改
め
て
覚
悟
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
調
停
の
進
捗
状
況
で
す
が
、
７
月

23
日
の
第
５
回
調
停
に
お
い
て
、
調
停
委
員

か
ら
泉
陽
興
業
に
対
し
て
提
出
を
要
求
さ
れ

て
い
た
損
害
に
対
す
る
補
償
額
の
算
定
資
料

が
用
意
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
算
定
を
行

う
た
め
の
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
と
の
回

答
で
す
。
な
お
、
８
月
27
日
の
第
６
回
調
停

に
お
い
て
伊
勢
崎
市
観
覧
車
建
設
工
事
中
止 

              

に
よ
る
賠
償
に
つ
い
て
と
題
す
る
書
面
が
提

出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
ゼ
ロ
回
答

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
調
停
の
具
体

的
な
内
容
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
の

で
、
回
答
は
留
保
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
調
停
が
双
方
の
合
意
に
よ
り
成
立
す
る
よ

う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

泉
陽
興
業
側
も
市
も
こ
の
調
停
の
場
で
決
着

を
つ
け
た
い
と
い
う
強
い
意
志
が
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て 

・
食
育
に
つ
い
て 

観
覧
車
賠
償
交
渉
の 

　
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

答  

弁 

       

　
　
　
　
近
年
、
農
業
は
生
産
者
が
高
齢
化

し
農
家
の
生
産
意
欲
が
極
度
に
低
下
し
て
い

ま
す
。
そ
の
要
因
は
、
米
麦
・
畜
産
・
施
設

園
芸
等
、
す
べ
て
の
生
産
品
目
で
価
格
が
低

迷
し
、
か
つ
農
業
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
り

利
益
が
上
が
ら
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
本

市
の
多
く
の
農
家
は
採
算
を
度
外
視
し
て
農

地
を
耕
し
て
い
ま
す
。
農
家
の
生
産
所
得
を

ふ
や
し
、
生
産
意
欲
が
向
上
す
る
担
い
手
農

家
が
ふ
え
、
夢
の
持
て
る
農
家
育
成
の
た
め

の
市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
農
道
・
農
業
用
水
路
・
堰
の
維
持
管

理
の
面
に
お
い
て
も
、
農
家
は
地
域
の
安
心

安
全
を
守
る
陰
の
立
て
役
者
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
評
価
と
今
後
の

活
動
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
具

体
的
な
施
策
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
支
援
策
と
し
て
は
、
利
用
権
を
設

定
す
る
農
家
に
対
し
て
一
部
を
補
助
す
る
水

田
農
業
総
合
推
進
事
業
を
初
め
、
認
定
農
業

者
が
経
営
改
善
計
画
の
達
成
に
向
け
て
機
械

及
び
施
設
を
導
入
す
る
場
合
の
規
模
拡
大
支

援
事
業
や
、
農
地
流
動
化
の
促
進
を
図
る
認

定
農
業
者
に
対
す
る
農
地
流
動
化
促
進
奨
励

金
、
ま
た
近
代
化
資
金
利
子
補
給
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
次
に
、
農
道
に
つ
い
て
は

特
に
土
地
改
良
事
業
で
基
盤
を
整
備
し
た
地

区
で
道
路
が
未
舗
装
等
の
箇
所
に
つ
い
て
、

市
の
単
独
事
業
を
初
め
国
及
び
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
舗
装
工
事
、
道
路
改
良
工
事

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
用
水
路
に
つ
い
て
は
、

一
級
河
川
の
転
倒
堰
29
カ
所
は
整
備
計
画
を

立
て
、
国
及
び
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
順
次
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。
大
正
用

水
土
地
改
良
区
等
の
堰
に
つ
い
て
も
水
利
組

合
と
市
で
協
議
し
修
繕
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
認
定

農
業
者
な
ど
の
担
い
手
に
対
す
る
利
用
権
設

定
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付
し
て
お
り
、
担

い
手
へ
の
集
積
を
中
心
に
農
地
の
有
効
活
用

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
つ
つ
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
の
質
問 

・
住
宅
政
策
に
つ
い
て 

 
農
業
政
策
に
つ
い
て 

質  

問 

       

質
問
　
　
昨
年
の
条
例
改
正
で
、
４
メ
ー
ト

ル
以
上
の
道
路
に
接
し
て
い
る
集
落
か
ら
近

い
土
地
の
開
発
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
道
路
を
拡
幅
す
る
こ
と
に
よ
り
土

地
利
用
性
を
高
め
る
意
味
も
あ
る
と
い
え
ま

す
。
ま
た
、
道
路
幅
の
狭
さ
や
排
水
の
悪
さ

等
の
理
由
で
市
民
が
道
路
の
拡
幅
等
を
市
へ

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

陳
情
の
手
順
、
優
先
順
位
の
決
定
、
そ
の
後

の
処
理
期
間
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
平
成
18
年
度
に
陳
情
を
受
け
取
っ
た

数
、
そ
の
う
ち
19
年
度
に
処
理
さ
れ
た
も
の

は
幾
つ
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
残
っ
て
い

る
最
も
古
い
も
の
が
い
つ
の
も
の
か
、
そ
の

理
由
を
お
伺
い
し
ま
す
。
次
に
、
こ
う
し
た

道
路
の
整
備
費
に
は
国
・
県
の
補
助
金
等
が

あ
る
の
か
、
ま
た
、
合
併
後
３
年
間
の
道
路

改
良
件
数
と
金
額
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
道
路
拡
幅
の
陳
情
は
、
地
元
区
長

が
関
係
者
全
員
の
同
意
を
得
て
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
優
先
順
位
は
道
路
整
備
箇
所
審
査

委
員
会
に
よ
り
危
険
度
や
緊
急
性
、
整
備
効

果
、
沿
線
の
条
件
等
を
審
査
し
、
整
備
順
位

を
決
め
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
最
終
的
な
合

意
が
得
ら
れ
た
路
線
か
ら
順
次
計
画
を
立
て
、

２
年
か
ら
５
年
を
要
し
て
測
量
、
用
地
買
収
、

工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18

年
度
に
要
望
さ
れ
た
32
路
線
の
う
ち
、
平
成

19
年
度
に
着
手
し
た
路
線
は
19
路
線
で
す
。

現
在
、
着
手
で
き
て
い
な
い
古
い
も
の
は
、 

              

平
成
16
年
度
の
も
の
で
、
整
備
が
滞
っ
て
い

る
理
由
は
、
１
町
内
か
ら
１
度
に
何
路
線
も

の
要
望
書
が
出
さ
れ
た
り
、
ま
た
相
続
が
終

わ
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
次
に
、
生
活
道
路
の
整
備
費
に
は
、
国
・

県
等
の
補
助
金
や
都
市
計
画
税
の
充
当
は
な

く
市
単
独
に
よ
る
も
の
で
す
。
整
備
実
績
は
、

平
成
17
年
度
に
は
45
路
線
、
18
年
度
に
は
37

路
線
、
19
年
度
に
は
21
路
線
で
、
こ
れ
ら
の

整
備
費
は
17
年
度
が
約
２
億
円
、
18
年
度
が

約
３
億
７
０
０
０
万
円
、
19
年
度
が
約
２
億

８
０
０
０
万
円
で
す
。
今
後
と
も
整
備
促
進

に
向
け
て
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
市
民
活
動
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
あ 

　
り
方
に
つ
い
て 

道
路
整
備
に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

答  

弁 

新
政
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

田
　
村
　
幸
　
一 

新
政
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

三
　
好
　
直
　
明 

新
政
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

原
　
　
　
　
　
智 

新
政
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

森
　
田
　
　
　
修 

高齢者タクシー助成券の今後の対策は 
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道路拡幅の陳情に対する整備促進を 

7



       

　
　
　
　
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
と
は
、
乳
幼
児
を

抱
え
る
お
母
さ
ん
が
外
出
し
た
と
き
に
、
授

乳
や
お
む
つ
替
え
の
た
め
に
立
ち
寄
れ
る
場

所
の
こ
と
で
す
。
板
橋
区
で
は
１
２
３
施
設

が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
と
な

っ
て
い
る
施
設
に
は
、
玄
関
先
な
ど
に
赤
ち

ゃ
ん
マ
ー
ク
の
入
っ
た
フ
ラ
ッ
グ
が
掲
示
さ

れ
、
保
護
者
が
立
ち
寄
る
と
授
乳
や
お
む
つ

替
え
す
る
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
本
庄

市
で
も
市
の
施
設
で
設
置
が
進
み
、
行
政
と

市
民
が
共
同
し
て
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
お
母
さ

ん
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
の
拡
大
に
努

め
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本

市
の
公
共
施
設
に
は
外
出
の
際
に
気
軽
に
授

乳
や
お
む
つ
替
え
が
で
き
る
場
所
が
少
な
く
、

さ
ら
に
文
字
の
看
板
で
目
立
た
な
い
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、
本
市
の
現
状
と
東
館
へ
の
設

置
計
画
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
本
市
で
は
、
殖
蓮
公
民
館
に
授
乳

室
を
、
あ
ず
ま
公
民
館
、
伊
勢
崎
図
書
館
、

あ
ず
ま
図
書
館
に
お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
本
庁
舎

一
階
に
授
乳
室
及
び
お
む
つ
替
え
の
場
所
が

設
け
ら
れ
、
あ
ず
ま
支
所
で
は
保
健
室
を
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
児
童
館
で
は
、

児
童
セ
ン
タ
ー
、
境
児
童
セ
ン
タ
ー
及
び
境

児
童
館
ど
ん
ぐ
り
に
授
乳
室
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
お
む
つ
替
え
の
場
所
は
ト
イ
レ
内
に

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
等
を
設
置
し
対
応
し
て
い
ま

す
。
文
化
会
館
、
赤
堀
芸
術
文
化
プ
ラ
ザ
、

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
等
で
は
、
授
乳
室
及
び
お
む
つ
替
え
の

場
所
を
、
絣
の
郷
及
び
市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、

お
む
つ
替
え
の
場
所
を
設
け
て
い
ま
す
。
な

お
、
利
用
時
間
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
開
館

時
間
内
で
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
絵
文
字
な
ど
利
用
者
が
一
目
で
確
認
で

き
る
よ
う
な
表
示
に
努
め
、
安
心
し
て
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

東
館
に
つ
い
て
は
授
乳
室
を
一
階
北
側
に
設

置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ
い
て 

・
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て 

・
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校
に
つ
い
て 

 
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
に
つ
い
て 

質  

問 

       

質
問
　
　
国
保
税
は
つ
い
に
市
税
を
超
え
る

滞
納
額
に
な
り
ま
し
た
。
所
得
が
あ
ろ
う
と

な
か
ろ
う
と
、
大
き
な
負
担
を
強
い
る
国
保

税
は
、
た
と
え
滞
納
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し

て
保
険
証
を
取
り
上
げ
た
と
し
て
も
、
払
い

き
れ
な
い
方
が
急
増
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
昨
年
度
の
９
・
８
％
、
今
年
度
の
13
％

の
連
続
値
上
げ
で
、
ま
す
ま
す
払
え
な
い
方

が
ふ
え
る
の
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。 

　
子
供
の
医
療
費
で
は
、
通
院
が
小
学
校
３

年
、
入
院
が
中
学
校
卒
業
ま
で
と
無
料
化
が

進
ん
だ
一
方
で
、
親
が
貧
困
で
保
険
料
が
払

え
な
い
家
庭
の
子
供
は
、
病
気
に
な
っ
て
も

保
険
証
が
な
く
、
お
医
者
さ
ん
に
行
け
な
い

と
い
う
状
況
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
ど
れ
だ
け
の
子
供
に
保
険
証
が
届
い
て
い

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
親
が
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
て
も
、
子
供
に
は
何
の
罪
も
あ
り
ま

せ
ん
。
直
ち
に
保
険
証
を
発
行
す
べ
き
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

　
４
月
か
ら
災
害
や
そ
の
他
の
理
由
で
、
医

療
費
が
払
え
な
い
世
帯
に
医
療
費
の
減
免
、

徴
収
の
猶
予
を
す
る
た
め
の
要
綱
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
住
民
に
は
ほ
と
ん
ど

そ
の
事
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
申
請
、

適
用
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
広
報
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
資
格
証
明
書
を
発
行
し
て
い
る
乳

幼
児
及
び
児
童
、
母
子
・
父
子
世
帯
数
は
、 

              

本
年
７
月
14
日
現
在
で
乳
幼
児
及
び
児
童
28

世
帯
、
母
子
・
父
子
14
世
帯
と
な
っ
て
い
ま

す
。
資
格
証
明
書
の
発
行
世
帯
で
は
、
福
祉

医
療
対
象
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
一
度
は
医
療

費
の
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
度
支
払
っ
た
医
療
費
の
支
給
を
受
け
る
に

は
、
国
保
特
別
療
養
費
と
福
祉
医
療
費
の
申

請
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
　
　
　 

　
次
に
、
医
療
費
の
減
免
・
徴
収
猶
予
に
つ

い
て
は
、
現
在
ま
で
の
申
請
及
び
適
用
件
数

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
民
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
周
辺
他
市
の
状
況
を
考
慮
し
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
大
観
覧
車
建
設
に
か
か
わ
る
調
停
に
つ
い
て 

・
学
校
図
書
の
整
備
に
つ
い
て 

              

・
工
事
場
所
　
今
泉
町
二
丁
目
４
１
０
番
地 

・
請
負
代
金
　
12
億
７
０
５
０
万
円 

・
請
負
者
　
ト
ー
モ
ー
・
栗
原
・
木
村
伊
勢 

　
崎
市
庁
舎
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
修
工 

　
事
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体 

    

・
工
事
場
所
　
今
泉
町
二
丁
目
４
１
０
番
地 

・
請
負
代
金
　
１
億
８
０
６
０
万
円 

・
請
負
者
　
杉
原
・
東
毛
伊
勢
崎
市
庁
舎
耐

　
震
補
強
及
び
大
規
模
改
修
電
気
設
備
工
事

　
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体 

    

・
工
事
場
所
　
今
泉
町
二
丁
目
４
１
０
番
地 

・
請
負
代
金
　
３
億
４
５
４
５
万
円 

・
請
負
者
　
中
西
工
業
・
小
倉
設
備
興
業
伊

　
勢
崎
市
庁
舎
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
修

　
機
械
設
備
工
事
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

　
体 

  

・
取
得
物
品
の
数
量
　
１
台 

・
取
得
予
定
価
格
　
３
２
３
６
万
１
千
円 

・
契
約
の
相
手
方
　
群
馬
ト
ヨ
タ
自
動
車
株

　
式
会
社
特
販
部 

   

▼
伊
勢
崎
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

　
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣 

　
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改 

　
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例
の
一 

　
部
を
改
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
公
共
物
管
理
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例 

▼
平
成
20
年
度
伊
勢
崎
市
老
人
保
健
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
専
決
処
分
の

　
承
認
に
つ
い
て 

▼
伊
勢
崎
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更
に 

伊
勢
崎
市
庁
舎
耐
震
補
強
及
び
大
規
模 

改
修
工
事
請
負
契
約
を
締
結 

成
立
し
た
議
案 

成
立
し
た
議
案 

　
今
回
の
定
例
会
で
成
立
し
た
市
長
提

出
議
案
は
、
平
成
19
年
度
決
算
認
定
14

件
、
条
例
関
係
8
件
、
平
成
20
年
度
補

正
予
算
8
件
、
そ
の
他
23
件
の
合
わ
せ

て
53
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。 

 

伊
勢
崎
市
庁
舎
耐
震
補
強
及
び
大
規
模 

改
修
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約
を
締
結 

 

高
規
格
救
急
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て 

 

伊
勢
崎
市
庁
舎
耐
震
補
強
及
び
大
規
模 

改
修
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約
を
締
結 

 

条
例
・
そ
の
他
の
議
案 

 

医
療
保
険
に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

答  

弁 

       

　
　
　
　
本
年
３
月
の
予
算
委
員
会
に
お
い

て
、
境
地
区
の
土
地
売
却
に
つ
い
て
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
該
当
の
土
地
は
旧
境
町
に
お

い
て
、
地
域
の
発
展
の
た
め
取
得
し
た
も
の

で
あ
り
、
簡
単
に
売
却
す
る
と
発
言
さ
れ
て

そ
の
ま
ま
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
の
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
の
と

こ
ろ
は
、
オ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
れ
ば
駐
車
場

と
し
て
提
供
す
る
よ
う
な
状
況
も
あ
り
ま
す
。

売
却
す
る
に
し
て
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
町

の
発
展
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
経
緯
と
考
え
で
売
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
平
成
20
年
度
に
予
定
し
て
い
る
財

産
の
売
却
は
５
件
で
、
既
に
公
売
中
の
土
地

は
２
件
、
新
た
に
売
却
を
予
定
し
て
い
る
の

が
赤
堀
地
区
西
久
保
の
市
営
住
宅
跡
地
、

東
地
区
の
元
校
長
住
宅
敷
地
及
び
境
地
区
に

お
け
る
境
町
駅
南
の
土
地
の
３
件
で
す
。 

　
境
地
区
の
当
該
土
地
は
、
合
併
前
の
平
成

16
年
12
月
に
旧
境
町
が
、
中
心
市
街
地
の
整

備
改
善
、
商
業
等
の
活
性
化
に
向
け
て
取
得

し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
最
近
の
原
油
価

格
の
変
動
な
ど
に
よ
り
、
経
済
の
動
向
も
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
中
心
市
街
地
の
整
備
、

活
性
化
に
つ
い
て
も
地
域
差
は
あ
り
ま
す
が
、

総
じ
て
逆
風
が
吹
い
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
境
地
区
及
び

伊
勢
崎
市
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
有
効
な

活
用
方
法
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
過

程
に
お
い
て
、
商
店
街
を
初
め
と
す
る
駅
前

の
活
性
化
や
地
域
経
済
の
発
展
を
目
指
し
て

い
く
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
公
売

に
よ
る
民
間
活
力
の
導
入
と
い
う
こ
と
も
視

野
に
入
れ
、
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
20
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
突
然
の
引
退

　
表
明
に
つ
い
て 

・
市
町
村
合
併
に
向
け
て
の
法
定
協
議
会
の

　
事
項
と
ア
メ
と
も
い
わ
れ
た
特
例
債
に
つ

　
い
て 

・
今
後
の
市
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て 

・
都
市
計
画
審
議
会
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

　
つ
い
て 

・
南
東
部
方
面
及
び
境
地
区
の
今
後
に
つ
い
て 

 

20
年
3
月
議
会
で
の 

財
産
売
却
発
言
の
内
容
経
過 

に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

公
明
党 

　
　
　
　 

阿
久
津
　
尚
　
子 

日
本
共
産
党
議
員
団 

　
　
　
　 

北
　
島
　
元
　
雄 

田
　
島
　
喜
　
八 

希
望
の
会 

赤堀保健福祉センターの授乳室 

一般質問 一般質問 
◆◆◆ 市議会いせさき 平成20年10月16日 

8

すべての子供に保険証発行を 

地域の発展のための活用を 

9



       

　
　
　
　
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
と
は
、
乳
幼
児
を

抱
え
る
お
母
さ
ん
が
外
出
し
た
と
き
に
、
授

乳
や
お
む
つ
替
え
の
た
め
に
立
ち
寄
れ
る
場

所
の
こ
と
で
す
。
板
橋
区
で
は
１
２
３
施
設

が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
と
な

っ
て
い
る
施
設
に
は
、
玄
関
先
な
ど
に
赤
ち

ゃ
ん
マ
ー
ク
の
入
っ
た
フ
ラ
ッ
グ
が
掲
示
さ

れ
、
保
護
者
が
立
ち
寄
る
と
授
乳
や
お
む
つ

替
え
す
る
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
本
庄

市
で
も
市
の
施
設
で
設
置
が
進
み
、
行
政
と

市
民
が
共
同
し
て
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
お
母
さ

ん
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
の
拡
大
に
努

め
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本

市
の
公
共
施
設
に
は
外
出
の
際
に
気
軽
に
授

乳
や
お
む
つ
替
え
が
で
き
る
場
所
が
少
な
く
、

さ
ら
に
文
字
の
看
板
で
目
立
た
な
い
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、
本
市
の
現
状
と
東
館
へ
の
設

置
計
画
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
本
市
で
は
、
殖
蓮
公
民
館
に
授
乳

室
を
、
あ
ず
ま
公
民
館
、
伊
勢
崎
図
書
館
、

あ
ず
ま
図
書
館
に
お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
本
庁
舎

一
階
に
授
乳
室
及
び
お
む
つ
替
え
の
場
所
が

設
け
ら
れ
、
あ
ず
ま
支
所
で
は
保
健
室
を
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
児
童
館
で
は
、

児
童
セ
ン
タ
ー
、
境
児
童
セ
ン
タ
ー
及
び
境

児
童
館
ど
ん
ぐ
り
に
授
乳
室
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
お
む
つ
替
え
の
場
所
は
ト
イ
レ
内
に

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
等
を
設
置
し
対
応
し
て
い
ま

す
。
文
化
会
館
、
赤
堀
芸
術
文
化
プ
ラ
ザ
、

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
等
で
は
、
授
乳
室
及
び
お
む
つ
替
え
の

場
所
を
、
絣
の
郷
及
び
市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、

お
む
つ
替
え
の
場
所
を
設
け
て
い
ま
す
。
な

お
、
利
用
時
間
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
開
館

時
間
内
で
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
絵
文
字
な
ど
利
用
者
が
一
目
で
確
認
で

き
る
よ
う
な
表
示
に
努
め
、
安
心
し
て
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

東
館
に
つ
い
て
は
授
乳
室
を
一
階
北
側
に
設

置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ
い
て 

・
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て 

・
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校
に
つ
い
て 

 

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
に
つ
い
て 

質  

問 

       

質
問
　
　
国
保
税
は
つ
い
に
市
税
を
超
え
る

滞
納
額
に
な
り
ま
し
た
。
所
得
が
あ
ろ
う
と

な
か
ろ
う
と
、
大
き
な
負
担
を
強
い
る
国
保

税
は
、
た
と
え
滞
納
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し

て
保
険
証
を
取
り
上
げ
た
と
し
て
も
、
払
い

き
れ
な
い
方
が
急
増
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
昨
年
度
の
９
・
８
％
、
今
年
度
の
13
％

の
連
続
値
上
げ
で
、
ま
す
ま
す
払
え
な
い
方

が
ふ
え
る
の
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。 

　
子
供
の
医
療
費
で
は
、
通
院
が
小
学
校
３

年
、
入
院
が
中
学
校
卒
業
ま
で
と
無
料
化
が

進
ん
だ
一
方
で
、
親
が
貧
困
で
保
険
料
が
払

え
な
い
家
庭
の
子
供
は
、
病
気
に
な
っ
て
も

保
険
証
が
な
く
、
お
医
者
さ
ん
に
行
け
な
い

と
い
う
状
況
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
ど
れ
だ
け
の
子
供
に
保
険
証
が
届
い
て
い

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
親
が
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
て
も
、
子
供
に
は
何
の
罪
も
あ
り
ま

せ
ん
。
直
ち
に
保
険
証
を
発
行
す
べ
き
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

　
４
月
か
ら
災
害
や
そ
の
他
の
理
由
で
、
医

療
費
が
払
え
な
い
世
帯
に
医
療
費
の
減
免
、

徴
収
の
猶
予
を
す
る
た
め
の
要
綱
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
住
民
に
は
ほ
と
ん
ど

そ
の
事
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
申
請
、

適
用
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
広
報
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
資
格
証
明
書
を
発
行
し
て
い
る
乳

幼
児
及
び
児
童
、
母
子
・
父
子
世
帯
数
は
、 

              

本
年
７
月
14
日
現
在
で
乳
幼
児
及
び
児
童
28

世
帯
、
母
子
・
父
子
14
世
帯
と
な
っ
て
い
ま

す
。
資
格
証
明
書
の
発
行
世
帯
で
は
、
福
祉

医
療
対
象
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
一
度
は
医
療

費
の
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
度
支
払
っ
た
医
療
費
の
支
給
を
受
け
る
に

は
、
国
保
特
別
療
養
費
と
福
祉
医
療
費
の
申

請
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
　
　
　 

　
次
に
、
医
療
費
の
減
免
・
徴
収
猶
予
に
つ

い
て
は
、
現
在
ま
で
の
申
請
及
び
適
用
件
数

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
民
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
周
辺
他
市
の
状
況
を
考
慮
し
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
大
観
覧
車
建
設
に
か
か
わ
る
調
停
に
つ
い
て 

・
学
校
図
書
の
整
備
に
つ
い
て 

              

・
工
事
場
所
　
今
泉
町
二
丁
目
４
１
０
番
地 

・
請
負
代
金
　
12
億
７
０
５
０
万
円 

・
請
負
者
　
ト
ー
モ
ー
・
栗
原
・
木
村
伊
勢 

　
崎
市
庁
舎
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
修
工 

　
事
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体 

    

・
工
事
場
所
　
今
泉
町
二
丁
目
４
１
０
番
地 

・
請
負
代
金
　
１
億
８
０
６
０
万
円 

・
請
負
者
　
杉
原
・
東
毛
伊
勢
崎
市
庁
舎
耐

　
震
補
強
及
び
大
規
模
改
修
電
気
設
備
工
事

　
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体 

    

・
工
事
場
所
　
今
泉
町
二
丁
目
４
１
０
番
地 

・
請
負
代
金
　
３
億
４
５
４
５
万
円 

・
請
負
者
　
中
西
工
業
・
小
倉
設
備
興
業
伊

　
勢
崎
市
庁
舎
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
修

　
機
械
設
備
工
事
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

　
体 

  

・
取
得
物
品
の
数
量
　
１
台 

・
取
得
予
定
価
格
　
３
２
３
６
万
１
千
円 

・
契
約
の
相
手
方
　
群
馬
ト
ヨ
タ
自
動
車
株

　
式
会
社
特
販
部 

   

▼
伊
勢
崎
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

　
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣 

　
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改 

　
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例
の
一 

　
部
を
改
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
公
共
物
管
理
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例 

▼
平
成
20
年
度
伊
勢
崎
市
老
人
保
健
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
専
決
処
分
の

　
承
認
に
つ
い
て 

▼
伊
勢
崎
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更
に 

伊
勢
崎
市
庁
舎
耐
震
補
強
及
び
大
規
模 

改
修
工
事
請
負
契
約
を
締
結 

成
立
し
た
議
案 

成
立
し
た
議
案 

　
今
回
の
定
例
会
で
成
立
し
た
市
長
提

出
議
案
は
、
平
成
19
年
度
決
算
認
定
14

件
、
条
例
関
係
8
件
、
平
成
20
年
度
補

正
予
算
8
件
、
そ
の
他
23
件
の
合
わ
せ

て
53
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。 

 

伊
勢
崎
市
庁
舎
耐
震
補
強
及
び
大
規
模 

改
修
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約
を
締
結 

 

高
規
格
救
急
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て 

 

伊
勢
崎
市
庁
舎
耐
震
補
強
及
び
大
規
模 

改
修
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約
を
締
結 

 

条
例
・
そ
の
他
の
議
案 

 

医
療
保
険
に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 

答  

弁 

       

　
　
　
　
本
年
３
月
の
予
算
委
員
会
に
お
い

て
、
境
地
区
の
土
地
売
却
に
つ
い
て
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
該
当
の
土
地
は
旧
境
町
に
お

い
て
、
地
域
の
発
展
の
た
め
取
得
し
た
も
の

で
あ
り
、
簡
単
に
売
却
す
る
と
発
言
さ
れ
て

そ
の
ま
ま
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
の
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
の
と

こ
ろ
は
、
オ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
れ
ば
駐
車
場

と
し
て
提
供
す
る
よ
う
な
状
況
も
あ
り
ま
す
。

売
却
す
る
に
し
て
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
町

の
発
展
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
経
緯
と
考
え
で
売
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。 

答
　
弁
　
平
成
20
年
度
に
予
定
し
て
い
る
財

産
の
売
却
は
５
件
で
、
既
に
公
売
中
の
土
地

は
２
件
、
新
た
に
売
却
を
予
定
し
て
い
る
の

が
赤
堀
地
区
西
久
保
の
市
営
住
宅
跡
地
、

東
地
区
の
元
校
長
住
宅
敷
地
及
び
境
地
区
に

お
け
る
境
町
駅
南
の
土
地
の
３
件
で
す
。 

　
境
地
区
の
当
該
土
地
は
、
合
併
前
の
平
成

16
年
12
月
に
旧
境
町
が
、
中
心
市
街
地
の
整

備
改
善
、
商
業
等
の
活
性
化
に
向
け
て
取
得

し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
最
近
の
原
油
価

格
の
変
動
な
ど
に
よ
り
、
経
済
の
動
向
も
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
中
心
市
街
地
の
整
備
、

活
性
化
に
つ
い
て
も
地
域
差
は
あ
り
ま
す
が
、

総
じ
て
逆
風
が
吹
い
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
境
地
区
及
び

伊
勢
崎
市
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
有
効
な

活
用
方
法
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
過

程
に
お
い
て
、
商
店
街
を
初
め
と
す
る
駅
前

の
活
性
化
や
地
域
経
済
の
発
展
を
目
指
し
て

い
く
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
公
売

に
よ
る
民
間
活
力
の
導
入
と
い
う
こ
と
も
視

野
に
入
れ
、
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

・
20
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
突
然
の
引
退

　
表
明
に
つ
い
て 

・
市
町
村
合
併
に
向
け
て
の
法
定
協
議
会
の

　
事
項
と
ア
メ
と
も
い
わ
れ
た
特
例
債
に
つ

　
い
て 

・
今
後
の
市
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て 

・
都
市
計
画
審
議
会
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

　
つ
い
て 

・
南
東
部
方
面
及
び
境
地
区
の
今
後
に
つ
い
て 

 
20
年
3
月
議
会
で
の 

財
産
売
却
発
言
の
内
容
経
過 

に
つ
い
て 

質  

問 

答  

弁 
公
明
党 

　
　
　
　 

阿
久
津
　
尚
　
子 

日
本
共
産
党
議
員
団 

　
　
　
　 

北
　
島
　
元
　
雄 

田
　
島
　
喜
　
八 

希
望
の
会 

赤堀保健福祉センターの授乳室 

一般質問 一般質問 
◆◆◆ 市議会いせさき 平成20年10月16日 

8

すべての子供に保険証発行を 

地域の発展のための活用を 

9



　
つ
い
て 

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
15
件 

▼
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て 

▼
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て 

   

▼
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と 

　
に
つ
い
て
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
件 

  

▼
市
営
住
宅
の
管
理
上
必
要
な
訴
え
（
和
解 

　
を
含
む
）
の
提
起
に
つ
い
て
の
専
決
処
分 

　
の
報
告
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
３
件 

▼
平
成
19
年
度
伊
勢
崎
市
土
地
開
発
基
金
運 

　
用
状
況
報
告
に
つ
い
て 

▼
平
成
19
年
度
伊
勢
崎
市
美
術
品
等
取
得
基

　
金
運
用
状
況
報
告
に
つ
い
て 

▼
平
成
19
年
度
伊
勢
崎
市
健
全
化
判
断
比
率

　
の
報
告
に
つ
い
て 

▼
平
成
19
年
度
伊
勢
崎
市
資
金
不
足
比
率
の

　
報
告
に
つ
い
て 

 

    

　
平
成
19
年
度
、
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会 

計
等
、
合
わ
せ
て
14
件
の
決
算
認
定
に
つ
い 

て
は
、
９
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い
て
決
算 

特
別
委
員
会
を
設
置
し
付
託
し
ま
し
た
。 

　
同
委
員
会
の
審
議
は
、
９
日
及
び
10
日
に 

行
わ
れ
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
款
ご
と
に
、 

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
１
件
ず
つ
順
次
質
疑 

を
行
い
、
さ
ら
に
、
決
算
全
般
に
対
す
る
総 

括
質
疑
の
後
、
討
論
、
続
い
て
採
決
を
行
い
、 

慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
認 

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
審
査
経
過
と
結
果
概
要
に
つ
い
て
は
、 

26
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
吉
山
勇
決
算
特 

別
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
順
次
討
論
を
行 

い
、
採
決
の
結
果
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し 

た
。 

   

　
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
に
つ
い
て
、
主

な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

一
般
会
計 

 

　 ◎
市
税 

・
市
民
税
及
び
固
定
資
産
税
に
お
け
る
不
納

　
欠
損
額
の
増
額
理
由
に
つ
い
て 

・
軽
自
動
車
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
税
の
実
績
及

　
び
効
果
に
つ
い
て 

◎
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金 

    

・
補
正
予
算
の
減
額
理
由
に
つ
い
て 

◎
地
方
交
付
税 

・
交
付
税
の
減
額
理
由
に
つ
い
て 

◎
分
担
金
及
び
負
担
金 

・
保
育
所
保
育
料
の
収
入
未
済
額
の
内
訳
に

　
つ
い
て 

・
保
育
所
管
外
保
育
の
受
託
児
童
数
に
つ
い

　
て 

◎
使
用
料
及
び
手
数
料 

・
ご
み
処
理
手
数
料
の
改
定
に
伴
う
ご
み
の

　
搬
入
量
の
変
化
に
つ
い
て 

◎
国
庫
支
出
金 

・
国
庫
補
助
金
に
お
け
る「
読
む
・
調
べ
る
」 

　
習
慣
の
確
立
に
向
け
た
実
践
研
究
事
業
委

　
託
金
の
内
容
に
つ
い
て 

◎
県
支
出
金 

・
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
の
自
立
支
援
事

　
業
委
託
金
の
内
容
に
つ
い
て 

◎
財
産
収
入 

・
財
産
売
払
収
入
の
内
訳
つ
い
て 

◎
諸
収
入 

・
有
償
入
札
拠
出
金
の
内
容
に
つ
い
て 

◎
市
債 

・
収
入
未
済
の
理
由
に
つ
い
て 

 

　 ◎
総
務
費 

・
人
件
費
に
お
け
る
職
員
手
当
等
の
増
額
理

　
由
に
つ
い
て 

・
不
動
産
鑑
定
委
託
料
の
増
額
理
由
及
び
契

　
約
方
法
の
考
え
方
に
つ
い
て 

◎
民
生
費 

・
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
地
区
別
事
業

　
実
績
に
つ
い
て 

・
生
活
保
護
費
に
お
け
る
扶
助
人
員
の
増
加

　
と
扶
助
費
の
減
額
関
係
に
つ
い
て 

◎
衛
生
費 

・
病
院
群
輪
番
制
病
院
施
設
・
設
備
整
備
費 

　
補
助
金
の
補
助
実
績
に
つ
い
て 

◎
労
働
費 

・
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
事

　
業
の
内
容
及
び
在
籍
者
数
に
つ
い
て 

◎
農
林
水
産
業
費 

・
遊
休
農
地
解
消
活
動
費
補
助
金
の
効
果
に

　
つ
い
て 

 

    

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
大
幅
見
直

　
し
を
求
め
る
請
願
（
今
回
審
査
未
了
に
よ

　
り
廃
案
） 

    

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
有
害
情
報
か

　
ら
、
子
供
を
守
る
た
め
の
法
整
備
の
早
期

　
実
現
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の

　
陳
情 

陳
情
の
処
理
状
況 

請
願
の
審
査
状
況 

請
願
の
審
査
状
況 

報

告

事

項

 

平成20年度　各会計補正予算 

区 分  補 正 額  
補正前の  
予 算 額  計 

66,249,947 

20,179,022 

1,405,710 

2,227,912 

10,180,945 

4,564,098 

1,102,534 

286,250 

 

伊勢崎市青少年育成センター 

伊勢崎市文化会館 

伊勢崎市境総合文化センター 

伊勢崎市華蔵寺公園遊園地 

伊勢崎市民プラザ 

伊勢崎市児童センター 

伊勢崎市境児童センター 

伊勢崎市ふくしプラザ 

伊勢崎市ふれあいセンター 

伊勢崎市みやまセンター 

伊勢崎市高齢者生きがいセンター 

伊勢崎市境社会福祉センター 

伊勢崎市境地域福祉センター 

伊勢崎市ちびっこセンター 

伊勢崎市福祉作業所 

伊勢崎市桑の実福祉作業所 

伊勢崎市養護老人ホーム 

 

 

 

財団法人伊勢崎市公共施設管理公社 

 

 

 

 

 

社会福祉法人伊勢崎市社会福祉協議会 
 

 

 

 

伊勢崎市福島町区 

社会福祉法人伊勢崎市愛のはぐるま会 

社会福祉法人桑の実福祉会 

社会福祉法人三友会 

 

278,155 

155,031 

9,673 

△ 620,595 

509,756 

14,875 

7,415 

814 

 

66,528,102 

20,334,053 

1,415,383 

1,607,317 

10,690,701 

4,578,973 

1,109,949 

287,064 

 

一般会計（第2号） 

国民健康保険 
（第2号） 

老人保健 
（第3号） 

後期高齢者医療 
（第1号） 

介護保険 
（第1号） 

下水道事業費 
（第1号） 

農業集落排水事業費 
（第1号） 

農業共済事業 
（第1号） 

特
　
別
　
会
　
計
　
等 

経
済
市
民
委
員
会
付
託 

 

文
教
福
祉
委
員
会
送
付 

 

（単位：千円） 

今回指定する各施設の指定管理者 

指定する期間　平成21年4月1日から平成26年3月31日まで 

平成19年度　一般・特別会計等決算 
（単位：円） 

歳入決算額 歳出決算額 差引残額 会 計 名  

一般会計 

小型自動車競走事業費 

学校給食センター事業費 

国民健康保険 

老人保健 

介護保険 

介護サービス事業費 

下水道事業費 

農業集落排水事業費 

67,285,576,920 

20,323,810,820 

1,874,314,927 

20,374,805,409 

13,964,566,407 

10,340,607,418 

192,721,647 

5,753,280,409 

858,348,264 

4,132,572,056 

689,095,100 

238,949,191 

11,309,108,434 

428,545,000 

212,274,809 

57,987,773 

 

64,422,069,231 

20,370,426,196 

1,856,386,690 

20,137,267,259 

14,083,029,668 

9,845,891,363 

192,721,647 

5,615,228,873 

833,205,935 

4,032,552,964 

2,034,405,096 

231,575,525 

12,493,547,838 

988,240,873 

226,786,032 

57,419,181 

 

2,863,507,689 

△ 46,615,376 

17,928,237 

237,538,150 

△ 118,463,261 

494,716,055 

0 

138,051,536 

25,142,329 

100,019,092 

△ 1,345,309,996 

7,373,666 

△ 1,184,439,404 

△ 559,695,873 

△ 14,511,223 

568,592

収益的 

資本的 

収益的 

収益的 

資本的 

収益的 

収益的 

水道事業 

農業共済事業 

病院事業 

介護老人保健施設事業 

訪問看護事業 

特
　
別
　
会
　
計 

企
　
業
　
会
　
計 

平
成
19
年
度
一
般
・
各
特
別
会
計
等
決
算
を
認
定 

平
成
19
年
度
一
般
・
各
特
別
会
計
等
決
算
を
認
定 

歳
　
　
入 

歳
　
　
入 
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歳

　

　

入

 

歳

　

　

出

 

決
算
委
員
長
の
報
告 

指定管理制度を導入予定の伊勢崎市児童センター 



　
つ
い
て 

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
15
件 

▼
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て 

▼
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て 

   

▼
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と 

　
に
つ
い
て
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
件 

  

▼
市
営
住
宅
の
管
理
上
必
要
な
訴
え
（
和
解 

　
を
含
む
）
の
提
起
に
つ
い
て
の
専
決
処
分 

　
の
報
告
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
３
件 

▼
平
成
19
年
度
伊
勢
崎
市
土
地
開
発
基
金
運 

　
用
状
況
報
告
に
つ
い
て 

▼
平
成
19
年
度
伊
勢
崎
市
美
術
品
等
取
得
基

　
金
運
用
状
況
報
告
に
つ
い
て 

▼
平
成
19
年
度
伊
勢
崎
市
健
全
化
判
断
比
率

　
の
報
告
に
つ
い
て 

▼
平
成
19
年
度
伊
勢
崎
市
資
金
不
足
比
率
の

　
報
告
に
つ
い
て 

 

    

　
平
成
19
年
度
、
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会 

計
等
、
合
わ
せ
て
14
件
の
決
算
認
定
に
つ
い 

て
は
、
９
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い
て
決
算 

特
別
委
員
会
を
設
置
し
付
託
し
ま
し
た
。 

　
同
委
員
会
の
審
議
は
、
９
日
及
び
10
日
に 

行
わ
れ
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
款
ご
と
に
、 

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
１
件
ず
つ
順
次
質
疑 

を
行
い
、
さ
ら
に
、
決
算
全
般
に
対
す
る
総 

括
質
疑
の
後
、
討
論
、
続
い
て
採
決
を
行
い
、 

慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
認 

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
審
査
経
過
と
結
果
概
要
に
つ
い
て
は
、 

26
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
吉
山
勇
決
算
特 

別
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
順
次
討
論
を
行 

い
、
採
決
の
結
果
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し 

た
。 

   

　
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
に
つ
い
て
、
主

な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

一
般
会
計 

 

　 ◎
市
税 

・
市
民
税
及
び
固
定
資
産
税
に
お
け
る
不
納

　
欠
損
額
の
増
額
理
由
に
つ
い
て 

・
軽
自
動
車
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
税
の
実
績
及

　
び
効
果
に
つ
い
て 

◎
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金 

    

・
補
正
予
算
の
減
額
理
由
に
つ
い
て 

◎
地
方
交
付
税 

・
交
付
税
の
減
額
理
由
に
つ
い
て 

◎
分
担
金
及
び
負
担
金 

・
保
育
所
保
育
料
の
収
入
未
済
額
の
内
訳
に

　
つ
い
て 

・
保
育
所
管
外
保
育
の
受
託
児
童
数
に
つ
い

　
て 

◎
使
用
料
及
び
手
数
料 

・
ご
み
処
理
手
数
料
の
改
定
に
伴
う
ご
み
の

　
搬
入
量
の
変
化
に
つ
い
て 

◎
国
庫
支
出
金 

・
国
庫
補
助
金
に
お
け
る「
読
む
・
調
べ
る
」 

　
習
慣
の
確
立
に
向
け
た
実
践
研
究
事
業
委

　
託
金
の
内
容
に
つ
い
て 

◎
県
支
出
金 

・
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
の
自
立
支
援
事

　
業
委
託
金
の
内
容
に
つ
い
て 

◎
財
産
収
入 

・
財
産
売
払
収
入
の
内
訳
つ
い
て 

◎
諸
収
入 

・
有
償
入
札
拠
出
金
の
内
容
に
つ
い
て 

◎
市
債 

・
収
入
未
済
の
理
由
に
つ
い
て 

 

　 ◎
総
務
費 

・
人
件
費
に
お
け
る
職
員
手
当
等
の
増
額
理

　
由
に
つ
い
て 

・
不
動
産
鑑
定
委
託
料
の
増
額
理
由
及
び
契

　
約
方
法
の
考
え
方
に
つ
い
て 

◎
民
生
費 

・
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
地
区
別
事
業

　
実
績
に
つ
い
て 

・
生
活
保
護
費
に
お
け
る
扶
助
人
員
の
増
加

　
と
扶
助
費
の
減
額
関
係
に
つ
い
て 

◎
衛
生
費 

・
病
院
群
輪
番
制
病
院
施
設
・
設
備
整
備
費 

　
補
助
金
の
補
助
実
績
に
つ
い
て 

◎
労
働
費 

・
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
事

　
業
の
内
容
及
び
在
籍
者
数
に
つ
い
て 

◎
農
林
水
産
業
費 

・
遊
休
農
地
解
消
活
動
費
補
助
金
の
効
果
に

　
つ
い
て 

 

    

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
大
幅
見
直

　
し
を
求
め
る
請
願
（
今
回
審
査
未
了
に
よ

　
り
廃
案
） 

    

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
有
害
情
報
か

　
ら
、
子
供
を
守
る
た
め
の
法
整
備
の
早
期

　
実
現
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の

　
陳
情 

陳
情
の
処
理
状
況 

請
願
の
審
査
状
況 

請
願
の
審
査
状
況 

報

告

事

項

 

平成20年度　各会計補正予算 

区 分  補 正 額  
補正前の  
予 算 額  計 

66,249,947 

20,179,022 

1,405,710 

2,227,912 

10,180,945 

4,564,098 

1,102,534 

286,250 

 

伊勢崎市青少年育成センター 

伊勢崎市文化会館 

伊勢崎市境総合文化センター 

伊勢崎市華蔵寺公園遊園地 

伊勢崎市民プラザ 

伊勢崎市児童センター 

伊勢崎市境児童センター 

伊勢崎市ふくしプラザ 

伊勢崎市ふれあいセンター 

伊勢崎市みやまセンター 

伊勢崎市高齢者生きがいセンター 

伊勢崎市境社会福祉センター 

伊勢崎市境地域福祉センター 

伊勢崎市ちびっこセンター 

伊勢崎市福祉作業所 

伊勢崎市桑の実福祉作業所 

伊勢崎市養護老人ホーム 

 

 

 

財団法人伊勢崎市公共施設管理公社 

 

 

 

 

 

社会福祉法人伊勢崎市社会福祉協議会 
 

 

 

 

伊勢崎市福島町区 

社会福祉法人伊勢崎市愛のはぐるま会 

社会福祉法人桑の実福祉会 

社会福祉法人三友会 

 

278,155 

155,031 

9,673 

△ 620,595 

509,756 

14,875 

7,415 

814 

 

66,528,102 

20,334,053 

1,415,383 

1,607,317 

10,690,701 

4,578,973 

1,109,949 

287,064 

 

一般会計（第2号） 

国民健康保険 
（第2号） 

老人保健 
（第3号） 

後期高齢者医療 
（第1号） 

介護保険 
（第1号） 

下水道事業費 
（第1号） 

農業集落排水事業費 
（第1号） 

農業共済事業 
（第1号） 

特
　
別
　
会
　
計
　
等 

経
済
市
民
委
員
会
付
託 

 

文
教
福
祉
委
員
会
送
付 

 

（単位：千円） 

今回指定する各施設の指定管理者 

指定する期間　平成21年4月1日から平成26年3月31日まで 

平成19年度　一般・特別会計等決算 
（単位：円） 

歳入決算額 歳出決算額 差引残額 会 計 名  

一般会計 

小型自動車競走事業費 

学校給食センター事業費 

国民健康保険 

老人保健 

介護保険 

介護サービス事業費 

下水道事業費 

農業集落排水事業費 

67,285,576,920 

20,323,810,820 

1,874,314,927 

20,374,805,409 

13,964,566,407 

10,340,607,418 

192,721,647 

5,753,280,409 

858,348,264 

4,132,572,056 

689,095,100 

238,949,191 

11,309,108,434 

428,545,000 

212,274,809 

57,987,773 

 

64,422,069,231 

20,370,426,196 

1,856,386,690 

20,137,267,259 

14,083,029,668 

9,845,891,363 

192,721,647 

5,615,228,873 

833,205,935 

4,032,552,964 

2,034,405,096 

231,575,525 

12,493,547,838 

988,240,873 

226,786,032 

57,419,181 

 

2,863,507,689 

△ 46,615,376 

17,928,237 

237,538,150 

△ 118,463,261 

494,716,055 

0 

138,051,536 

25,142,329 

100,019,092 

△ 1,345,309,996 

7,373,666 

△ 1,184,439,404 

△ 559,695,873 

△ 14,511,223 

568,592

収益的 

資本的 

収益的 

収益的 

資本的 

収益的 

収益的 

水道事業 

農業共済事業 

病院事業 

介護老人保健施設事業 

訪問看護事業 

特
　
別
　
会
　
計 

企
　
業
　
会
　
計 

平
成
19
年
度
一
般
・
各
特
別
会
計
等
決
算
を
認
定 
平
成
19
年
度
一
般
・
各
特
別
会
計
等
決
算
を
認
定 

歳
　
　
入 

歳
　
　
入 
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歳

　

　

入

 

歳

　

　

出

 

決
算
委
員
長
の
報
告 

指定管理制度を導入予定の伊勢崎市児童センター 



　政府は2002年度から5年間で１兆1,000億円の社会保
障関係費予算を削減し、2011年度までの５年間でさら
に１兆1,000億円削減し続けようとしている。 
　骨太の方針2008の基本方針で、安心できる社会保障
制度、質の高い国民生活の構築を掲げながら、閣議了解
された2009年度予算の概算要求基準では、社会保障関
係費の削減継続を示している。 
　社会保障関係費の削減による影響は、地域における医
師不足を初めとして医療体制、介護人材の確保、生活保
護、不安定雇用の拡大による雇用情勢の悪化、雇用保険
等広範囲に及び、国民生活基盤を揺るがしかねない。 
　よって、本市議会は、国会及び政府に対し、下記の事
項について強く要望する。 
 

記 
　社会保障関係費の自然増を毎年2,200億円削減する方
針を見直し、必要額を措置すること。 
 

委 員 長 

副委員長 

委　　員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

吉　山　　　勇 

田　村　陽　子 

野　田　文　雄 

須　永　武　久 

　　　　栄　一 

田　島　　　勉 

小　暮　利　明 

堀　込　清　孝 

臂　　　泰　雄 

藤　見　　　勤 

田　村　幸　一 

三　好　直　明 

堀　地　和　子 

北　島　元　雄 
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　原油や食料品の価格の高騰が続き、国民生活に大きな
影響を及ぼしている。 
　日本の景気はさらに減速していくという見方も多く、
特に生活困窮層にあっては、健康で文化的な最低限度の
生活を営む権利が保障されなくなるおそれがある。 
　これまでの景気回復下において、都市と地方の格差は
拡大し、地域経済は疲弊している。所得が低下する中、
物価の高騰は購買力を低下させ、住民生活を圧迫してい
る。このことは、地域経済の悪化を招くことにもつなが
り地方行政運営にとっても深刻な事態であり、住民福祉
の向上を目指す上で、悪影響を与えることが懸念される。 
　よって、本市議会は、国会及び政府に対し、下記の事
項を実現するよう強く要望する。 
 

記 
　原油や食料品の高騰に伴う実質所得低下を緩和するた
め、緊急対策として中低所得者層や生活困窮者に対して
臨時支援措置を講ずること。 
 

　平成20年4月から実施された後期高齢者医療制度は、高齢化の進行に伴う医療費の増大に対して、すべての国民が高齢
期においても安心して適切な医療が受けられることを確保するために行われた極めて大きな制度改正である。 
　この制度は、国民の自助と連帯の精神のもと、みずから健康の保持増進に努めるとともに高齢者の医療に要する費用の
応分の負担をすることと、それぞれの状況に応じて保健サービスを受ける機会が与えられることを基本的理念としている。 
　しかしながら、国民に対して制度の周知が十分でなかったことや制度の導入に当たって一定の激変緩和措置が設けられ
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これ以上続くことは、制度の信頼を失い、高齢者医療の崩壊につながるおそれがある。 
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２　後期高齢者の診療報酬体系については、必要かつ十分な医療が確保できるものとなるよう配慮すること。 
３　将来における医療制度のあり方を議論するとともに、本制度の理念と必要性についてより一層の周知を図ること。 
４　地方自治体の意見をもとに、本制度全般についてより一層の簡素化を図るとともに本制度の検証と改善を継続的に行
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　今回の定例会に提出された議員提出議案は、伊勢崎市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正
する条例、伊勢崎市議会会議規則の一部を改正する規則及び意見書3件で、9月26日の本会議で可決しま
した。なお、意見書については、内閣総理大臣ほか関係大臣に送付し善処を要請しました。 
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針
票
の
有
料
広
告
掲
載
の
実
績
に
つ
い

　
て 

病
院
事
業 

・
医
師
及
び
看
護
師
の
配
置
の
考
え
方
に
つ

　
い
て 

・
機
能
評
価
認
定
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て 

 

　 

 

　
財
政
運
営
の
基
本
的
姿
勢
に
つ
い
て
、
ま

た
、
市
民
一
人
当
た
り
の
地
方
債
残
高
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

　 

 

　
続
い
て
討
論
に
入
り
、
一
般
会
計
決
算
に

つ
い
て
は
、
北
島
元
雄
委
員
か
ら
反
対
、
堀

込
清
孝
委
員
及
び
田
村
幸
一
委
員
か
ら
賛
成

の
、
そ
れ
ぞ
れ
意
思
表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
型
自
動
車
競
走
事
業
費
特
別
会

計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
及
び
介
護
保

険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
北
島
元
雄
委
員

か
ら
反
対
、
臂
泰
雄
委
員
か
ら
賛
成
の
、
そ

れ
ぞ
れ
意
思
表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
北
島
元
雄
委
員
か

ら
反
対
、
堀
込
清
孝
委
員
か
ら
賛
成
の
、
そ

れ
ぞ
れ
意
思
表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

   

　
各
決
算
に
つ
い
て
、
順
次
採
決
を
行
い
、

平
成
19
年
度
一
般
会
計
、
小
型
自
動
車
競
走

事
業
費
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
、
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
費
特
別

会
計
、
老
人
保
健
特
別
会
計
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
費
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
費
特
別 

会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
費
特
別
会
計
、

農
業
共
済
事
業
、
病
院
事
業
、
介
護
老
人
保 

健
施
設
事
業
及
び
訪
問
看
護
事
業
に
つ
い
て

は
、
委
員
全
員
に
異
議
な
く
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。 

 

総

括

の

質

疑 

審

査

の

結

果 

討

論

の

状

況 
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伊勢崎クラブ 
　　○原 田 和 行　　野 田 文 雄　　須 永 武 久　　吉 山  　勇 

　　　本 木 経 明　　佐 藤 幸 夫　　新 藤 晄 旦　　金 井 秋 雄 

　　　大 和  　溥　　定 方 英 一　　　 　 栄 一　　堀 込 清 孝 

　　　田 島  　勉　　小 暮 利 明　　小谷原達夫　　臂 　 泰 雄 

　　　矢 島 征 司　　斎 藤  　優 

新政クラブ 
　　○田 村 幸 一　　羽 鳥 基 宏　　原　　   智　　森 田  　修 

　　　三 好 直 明　　堀 地 和 子　　藤 見  　勤　　松 本 輝 寿 

公明党 
　　○田 村 陽 子　　内 田  　彰　　阿久津 尚子 

日本共産党議員団 
　　○北 島 元 雄　　長谷田 公子 

正論の会 
　　○伊 藤 純 子 

希望の会 
　　○田 島 喜 八　　　　　　　　　　　　　　　　　○は代表者 

 

 

会 派 別 名 簿  

常任委員会・議会運営委員会 

特別委員会 

平成20年7月31日現在 

平成20年9月1日現在 

平成20年9月1日現在 

新　藤　晄　旦 

吉　山　　　勇 

須　永　武　久 
田　村　陽　子 
野　田　文　雄 
長谷田　公　子 
原　田　和　行 
臂　　　泰　雄 
三　好　直　明 
森　田　　　修 
 

小　暮　利　明 

田　村　陽　子 

定　方　英　一 
新　藤　晄　旦 
田　島　喜　八 
原　　　　　智 
原　田　和　行 
藤　見　　　勤 
 

田　島　　　勉 

臂　　　泰　雄 

阿久津　尚　子 
須　永　武　久 
松　本　輝　寿 
本　木　経　明 
森　田　　　修 
矢　島　征　司 
 

内　田　　　彰 

堀　込　清　孝 

小谷原　達　夫 
佐　藤　幸　夫 
野　田　文　雄 
長谷田　公　子 
堀　地　和　子 
三　好　直　明 
 （　欠　員　） 
 

　　　　栄　一 

伊　藤　純　子 

金　井　秋　雄 
北　島　元　雄 
斎　藤　　　優 
田　村　幸　一 
羽　鳥　基　宏 
大　和　　　溥 
吉　山　　　勇 
 

委 員 会 名  

定　　　数  

委 員 長 

副 委 員 長  

委　　　員  

委　　　員  

総 務  

9人 

文 教 福 祉  

9人 

経 済 市 民  

8人 

建 設 水 道  

8人 

議 会 運 営  

10人 

野　田　文　雄 

田　村　陽　子 

伊　藤　純　子 
北　島　元　雄 
新　藤　晄　旦 
須　永　武　久 
田　村　幸　一 
羽　鳥　基　宏 
原　田　和　行 
臂　　　泰　雄 
吉　山　　　勇 
 

堀　込　清　孝 

臂　　　泰　雄 

佐　藤　幸　夫 
　　　　栄　一 
田　村　幸　一 
田　村　陽　子 
長谷田　公　子 
三　好　直　明 
 

小谷原　達　夫 

阿久津　尚　子 

金　井　秋　雄 
北　島　元　雄 
定　方　英　一 
田　島　　　勉 
堀　地　和　子 
森　田　　　修 
 

原　　　　　智 

伊　藤　純　子 

内　田　　　彰 
小　暮　利　明 
新　藤　晄　旦 
須　永　武　久 
松　本　輝　寿 
本　木　経　明 
 

吉　山　　　勇 

田　島　喜　八 

野　田　文　雄 
羽　鳥　基　宏 
原　田　和　行 
藤　見　　　勤 
大　和　　　溥 
  （　欠　員　） 
 

定　　　数  

委 員 長 

副 委 員 長  

行財政改革 

8人 

委 員 会 名  都市間連携対策

8人 

東毛広域幹線道路等
整 備 対 策  議員定数調査  

11人 

少子高齢化対策

8人 8人 

№19平成 20年10月16日 

　今回、市長から提出された議案は、平成19年度一般会
計及び各特別会計等決算認定14件、条例関係８件、平成
20年度補正予算８件、その他23件の、合わせて53件で 
いずれも原案のとおり可決しました。 
　また、議員提出議案は、伊勢崎市議会政務調査費の交付
に関する条例の一部を改正する条例、伊勢崎市議会会議規
則の一部を改正する規則及び意見書３件で、原案のとおり
可決しました。 

12月定例会（予定） 
会　　期 ：12月3日（水）～17日（水） 
一般質問 ： 4日（木）・5日（金） 

大嶋秀明氏が7月31日付けで市議会議
員を辞職されました。 

14

市役所本館 議事堂 

傍聴入口 

議会を傍聴しましょう 議会を傍聴しましょう 議会を傍聴しましょう 

議 員 辞 職  

※委員会、会派構成に変更がありましたのでお知らせします。 

◆◆◆ 市議会いせさき 平成20年10月16日 
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